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序
　
　
文

　
京
都
府
教
育
委
員
会
は
、
昨
年
三
月
に
京
都
府
文
化
財
保
存
活
用
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
府
内
各
地
で
守
り
育

て
ら
れ
た
文
化
財
が
、
地
域
に
愛
さ
れ
、
誇
り
と
し
て
適
切
に
保
護
・
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
を
目
指
す
べ
き
将
来
像
と
定
め
ま

し
た
。
そ
の
将
来
像
に
向
け
、地
域
が
一
体
と
な
っ
て
文
化
財
を
守
り
伝
え
て
い
く
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
文
化
財
に
は
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
理
解
す
る
上
で
も
、
地
域
の
未
来
を
考
え
て
い
く
上
で
も
大
変
重
要
な
価
値
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
地
域
に
愛
さ
れ
、
誇
り
と
さ
れ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
地
域
の
文
化
財
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
本
誌
は
、
令
和
元
年
度
に
本
府
が
指
定
し
た
六
件
の
文
化
財
の
紹
介
と
、
登
録
を
し
た
暫
定
登
録
文
化
財
七
五
件
の
一
覧
を
掲
載

し
て
お
り
、
府
内
の
貴
重
な
文
化
財
を
発
信
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
刊
行
に
当
た
り
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
各
文
化
財
所
有
者
と
関
係
機
関
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
誌
が
京
都

の
歴
史
や
文
化
を
御
理
解
い
た
だ
く
上
で
の
一
助
と
な
り
、
府
内
の
文
化
財
の
保
存
と
活
用
に
役
立
て
ば
幸
い
で
す
。

　
令
和
三
年
一
月
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凡
例

一
、
本
図
録
に
は
、
令
和
元
年
度
の
京
都
府
指
定
・
暫
定
登
録
文
化
財
を
収
め
て
い
る
。

二
、
掲
載
の
順
序
は
、
建
造
物
を
は
じ
め
に
種
別
ご
と
と
し
た
。

三
、
本
文
の
掲
載
は
、
原
則
と
し
て
次
の
と
お
り
と
し
た
。

　
　
名
称
　
員
数

　
　
所
在
地
の
住
所

　
　
所
有
者

　
　
法
量
（
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）・
構
造
形
式
等

　
　
時
代

　
　
解
説

四
、
本
文
は
令
和
元
年
度
に
京
都
府
文
化
財
保
護
課
が
作
成
し
た
調
書
を
も
と
に
編
集
し
た
。

　
　
ま
た
各
文
末
に
執
筆
者
名
を
明
記
し
た
。

目
次

有
形
文
化
財

　
建
造
物
　
新
殿
神
社
本
殿
、
末
社
八
王
子
社	
	

													

精
華
町
　
・
・
・
・
　
4
　

　
美
術
工
芸
品

　
絵
画
　
絹
本
著
色
仏
涅
槃
図
（
極
樂
寺
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　		

亀
岡
市
　
・
・
・
・
　
10

　
彫
刻
　
木
造
薬
師
如
来
坐
像
（
願
成
寺
）	

	

　
　		

　
亀
岡
市
　
・
・
・
・
　
14

　
考
古
資
料
　
蒲
生
野
古
墳
出
土
品
　
　
　
　
　
　	

　
　
京
丹
波
町
　
・
・
・
・
　
19

無
形
民
俗
文
化
財

　
相
楽
木
綿
　（
保
護
団
体
　
相
楽
木
綿
の
会
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
精
華
町
　
・
・
・
・
　
22
　

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
　

　
史
跡
　
峯
山
藩
主
京
極
家
墓
所
　	

	

　
　	

　
　
　
　
京
丹
後
市
　
・
・
・
・
　
24

令
和
元
年
度
度
指
定
文
化
財
一
覧	

	
	

	
	

・
・
・
・
　
28

令
和
元
年
度
暫
定
登
録
文
化
財
一
覧	

	
	

												

・
・
・
・
　
32

※
こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
た
『
京
都
の
文
化
財
』、『
守
り
育
て
よ
う
み
ん
な
の
文
化
財
』
は
、
京
都

府
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

http://w
w
w.kyoto-be.ne.jp/bunkazai/
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建
造
物

新し
ん

殿で
ん

神じ
ん

社じ
ゃ

　
本ほ

ん
殿で

ん
、
末ま

っ
社し

ゃ
八は

ち
王お

う
子じ

社し
ゃ

二
棟

構
造
形
式

　
　
本
殿
　
一
間
社
流
造
、
銅
板
葺

　
　
　
附
　
棟
札

　
　
　
　
　
　
天
文
拾
六
年
丁
未
十
一
月
十
三
日
年
預
衆
の
記
が
あ
る

　
　
末
社
八
王
子
社
　
一
間
社
春
日
見
世
棚
造
、
銅
板
葺

建
立
年
代

　
　
本
殿
　
天
文
一
六
年
（
一
五
四
七
）[

棟
札]

　
　
末
社
八
王
子
社
　
一
六
世
紀
中
期

説
　
　
明

　
新
殿
神
社
は
、
旧
山
田
村
及
び
乾
谷
村
の
産
土
神
で
、
素
盞
嗚
尊
と
天
児
屋
根
命
（
春
日
大
明

神
）
の
二
柱
を
祀
る
。
本
殿
棟
札
や
地
区
に
残
る
文
書
に
よ
れ
ば
、
古
く
は
素
盞
嗚
尊
で
は
な
く

牛
頭
天
王
を
祀
り
、
明
治
の
神
仏
分
離
令
に
際
し
て
、
祭
神
が
素
盞
嗚
尊
に
整
理
さ
れ
た
と
み
ら

れ
る
。
創
建
沿
革
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
応
長
元
年
（
一
三
一
一
）
二
月
二
日
に
綴
喜

郡
普
賢
寺
村
（
現
京
田
辺
市
大
字
普
賢
寺
）
よ
り
勧
請
遷
宮
さ
れ
た
と
伝
え 

、
か
つ
て
は
「
天

王
宮
」
ま
た
は
「
植
樹
神
社
」 

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
隣
接
し
て
別
当
医
王
寺
が
あ
り
、
年
記
銘
が

あ
る
梵
鐘
［
応
長
二
年
（
一
三
一
二
）、
府
指
定
有
形
文
化
財
］
や
石
造
十
三
重
塔
［
延
徳
三
年

（
一
四
九
一
）、
重
要
文
化
財
］
等
を
残
す
。
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
は
、
南
山
城
の
戦
乱
期
に
荘
園

と
し
て
山
田
庄
が
成
立
し
、
地
域
の
惣
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
で
産
土
神
を
勧
請
、
神
社
を
創
建
し

　
　
　
相
楽
郡
精
華
町
大
字
山
田
小
字
医
王
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
教
法
人
　
新
殿
神
社

新殿神社　境内配置図
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新殿神社　配置図

　舞台（中央）、氏子詰所（左奥）、社務所・祓所（右奥）があり、今でも宮座による神社の維持運営がなされ
ている。

境内主要部　全景
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た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
確
証
が
な
く
推
測
の
域
を
出
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
世
に
起

源
を
も
つ
南
・
北
・
楠
座
の
三
座
に
よ
る
宮
座
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
室
町
時
代
を
下
ら
な
い
時

期
に
創
建
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
敷
地
は
、
山
田
川
北
方
の
木
津
川
台
丘
陵
東
端
に
所
在
す
る
。
丘
陵
下
の
南
西
向
き
に
鳥
居
を

構
え
、
北
東
へ
台
地
を
登
り
敷
地
主
要
部
に
至
る
。
主
要
部
は
東
面
し
て
入
口
を
開
き
、
中
央
に

舞
台
を
置
き
、
南
北
両
脇
に
氏
子
詰
所
（
座
）
を
設
け
る
。
舞
台
奥
に
中
央
間
を
吹
き
放
し
と
す

る
社
務
所
・
祓
所
を
配
し
、
そ
の
奥
に
石
垣
・
塀
で
囲
わ
れ
た
社
地
を
形
成
し
て
、
南
よ
り
末
社

八
幡
宮
・
本
殿
・
末
社
八
王
子
社
を
並
び
建
て
る
。
な
お
、
土
塀
を
境
界
と
し
て
敷
地
主
要
部
の

南
方
に
は
別
当
医
王
寺
の
跡
地
が
あ
り
、
薬
師
堂
・
宝
篋
印
塔
が
残
る
。

　
本
殿
は
、
境
内
主
要
部
の
西
端
、
社
務
所
・
祓
所
の
奥
に
石
垣
と
ブ
ロ
ッ
ク
塀
（
外
側
に
は
旧

土
塀
の
一
部
が
残
る
）
に
囲
ま
れ
て
東
面
し
て
建
つ
。
正
面
に
板
唐
戸
を
二
組
構
え
、
南
に
天
児

屋
根
命
を
、
北
に
素
盞
嗚
尊
を
祀
る
。

　
現
社
殿
は
、
棟
札
よ
り
天
文
一
六
年
（
一
五
四
七
）
一
一
月
一
三
日
、
大
工
藤
原
玉
次
ら
の
造

営
と
分
か
る
。
建
立
後
の
修
理
の
経
過
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
軸
部
に
お
け
る
当
初
材

の
残
存
状
況
が
良
い
こ
と
か
ら
、
中
近
世
を
通
じ
て
屋
根
葺
替
え
や
塗
装
塗
替
え
等
の
維
持
修
理

が
適
時
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。近
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、大
正
一
四
年（
一
九
二
五
）

に
屋
根
葺
替
え
を
行
い
、昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
）
に
屋
根
を
檜
皮
葺
か
ら
銅
板
葺
へ
変
更
し
、

平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
）
に
土
台
や
壁
板
、縁
板
等
の
取
替
え
と
塗
装
の
塗
替
え
が
行
わ
れ
た
。

　
構
造
は
、
一
間
社
流
造
、
銅
板
葺
で
、
桁
行
一
間
、
梁
行
一
間
を
身
舎
と
し
、
正
面
に
板
唐
戸

二
組
を
吊
り
込
み
、
側
背
面
は
板
壁
、
身
舎
を
丸
柱
、
庇
を
面
取
角
柱
と
す
る
。
階
下
に
浜
床
が

な
く
（
現
状
は
仮
設
で
床
が
置
か
れ
る
）、
正
面
の
み
に
縁
を
付
し
、
身
舎
前
方
柱
列
両
脇
に
脇

障
子
を
設
け
る
。
こ
の
正
面
構
成
は
、
春
日
大
社
本
殿
［
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）、
奈
良
県
奈

良
市
、
国
宝
］
を
典
型
と
し
た
春
日
造
に
よ
く
み
ら
れ
る
形
式
で
、
流
造
の
建
物
で
は
あ
ま
り
例

を
み
な
い
。
軒
は
疎
垂
木
と
し
、
身
舎
四
枝
に
対
し
、
螻
羽
二
枝
と
螻
羽
の
出
を
大
き
く
取
り
、

化
粧
小
舞
を
置
い
て
裏
板
を
張
る
。
全
体
的
に
装
飾
の
少
な
い
簡
素
な
造
り
で
、
水
引
虹
梁
端
に

の
み
絵
様
を
施
し
た
木
鼻
を
付
け
る
。
な
お
、昭
和
五
五
年
に
小
屋
裏
よ
り
発
見
さ
れ
た
棟
札
は
、

本殿（左）及び末社八王子社（右）　外観
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末社八王寺社平面図

　
棟
札
　
　
総
高
一
九
七・七
　
幅
八・八
　
厚
二・七
、
材
種
　
ヒ
バ
（
ア
ス
ナ
ロ
）
か
、
木
目
　
柾
、
仕
上
げ
　
ヤ
リ
ガ
ン
ナ

　
　

　
翻
刻
（
表
）　
　
上
棟
　
山
城
國
相
樂
郡
山
田
庄
　
　
天
王
宮
　
天
文
拾
六
年
　  

十
一
月
十
三
日
年
預
衆
　
大
工
藤
原
玉
次
　
　
　
　
　
　
力
千
代

左
衛
門
九
郎

左
衛
門
五
郎

未丁

本殿平面図
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王
の
眷
属
に
あ
た
る
八
王
子
権
現
を
祀
る
。
創
建
に
つ
い
て
は
資
料
を
欠
く
が
、
本
殿
に
牛
頭
天

王
が
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
神
社
の
草
創
に
関
わ
り
創
建
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
。

　
現
在
の
八
王
子
社
の
建
立
を
示
す
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
破
風
板
の
曲
線
や
降
懸
魚
の
外

形
が
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、
本
殿
と
同
時
期
の
一
六
世
紀
中
期
の
建
立
と
み
ら
れ
る
。
建
立
後
、

宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
二
月
に
西
御
役
所
宛
て
普
請
願
書
を
提
出
し
て
お
り
、
修
理
に
際
し
て

は
欠
失
し
た
鰹
木
・
千
木
を
復
旧
し
な
い
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
旧
は
厚
板
段
葺
の

木鼻　繰形詳細
（上：高鴨神社本殿、下：新殿神社本殿）

本殿正面　詳細

ヤ
リ
ガ
ン
ナ
で
丁
寧
に
仕
上
げ
た
も
の
で
、
同
様
の
加
工
痕
は
本
殿
の
主
要
構
造
材
に
も
確
認
で

き
る
。

　
水
引
虹
梁
端
の
木
鼻
に
施
さ
れ
た
繰
形
は
、
高
鴨
神
社
本
殿[

天
文
一
二
年
（
一
五
四
三
）、

奈
良
県
御
所
市
、
重
要
文
化
財]

の
身
舎
頭
貫
木
鼻
に
酷
似
し
、
細
部
意
匠
か
ら
も
棟
札
に
あ
る

天
文
一
六
年
の
建
立
が
裏
付
け
ら
れ
る
が
、
木
鼻
下
方
に
施
さ
れ
た
「
し
か
み
」
や
庇
の
頭
貫
が

虹
梁
型
に
な
る
点
等
の
、
桃
山
時
代
以
降
一
般
的
に
見
ら
れ
る
と
さ
れ
る
技
法
が
、
す
で
に
室
町

時
代
後
期
か
ら
み
ら
れ
る
点
が
興
味
深
い
。

　
本
殿
正
面
に
浜
縁
を
設
け
な
い
春
日
大
社
の
形
式
で
は
、本
殿
に
祭
礼
空
間
を
直
接
付
加
せ
ず
、

「
春
日
権
現
験
記
」（
延
慶
二
年
［
一
三
〇
九
］、
宮
内
庁
所
蔵
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
前
方
に

建
て
ら
れ
た
楼
門
の
土
間
に
御
座
等
を
敷
い
て
神
事
を
行
っ
て
い
る
が
、
当
神
社
で
も
本
殿
前
方

に
建
て
ら
れ
た
社
務
所
・
祓
所
の
吹
放
ち
の
中
央
間
で
神
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
現
在
の
祭
礼
形

式
が
春
日
大
社
に
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
南
山
城
地
域
で
は
割

拝
殿
の
よ
う
に
中
央
間
を
土
間
と
す
る
拝
殿
が
多
く
分
布
し
、
本
殿
の
構
造
及
び
平
面
形
式
だ
け

で
な
く
、
門
及
び
拝
殿
等
を
含
め
た
空
間
構
成
や
祭
礼
形
態
に
お
い
て
も
春
日
大
社
の
影
響
を
受

け
て
い
る
も
の
と
推
測
で
き
る
。
な
お
、
春
日
大
社
本
殿
の
よ
う
に
正
面
の
み
に
縁
を
設
け
、
身

舎
正
面
柱
通
り
に
脇
障
子
が
取
付
く
形
式
の
流
造
社
殿
は
、
御
霊
神
社
本
殿[
室
町
時
代
前
期
、

木
津
川
市
、
重
要
文
化
財]

等
が
類
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
当
本
殿
の
形
式
は
春
日
大
社
の
影
響

下
に
あ
る
南
山
城
・
大
和
に
お
け
る
地
域
的
特
徴
と
い
え
る
。

　
末
社
八
王
子
社
は
、
社
務
所
・
祓
所
奥
の
塀
で
囲
わ
れ
た
社
地
に
本
殿
と
並
び
建
ち
、
牛
頭
天
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屋
根
に
鰹
木
及
び
千
木
を
掲
げ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
一
間
社
春
日
見
世
棚
造
、
銅
板
を
被
覆
し
た
厚
板
段
葺
で
、
身
舎
を
桁
行
一
間
、
梁
行
一
間
と

し
、
正
面
に
板
唐
戸
を
吊
り
、
背
側
面
に
は
板
壁
を
嵌
め
、
身
舎
を
角
柱
、
庇
を
面
取
角
柱
と
す

る
。
身
舎
・
庇
と
も
に
板
軒
で
、
身
舎
の
正
面
障
泥
板
と
背
面
破
風
板
間
及
び
庇
の
縋
破
風
板
間

に
茅
負
を
架
け
渡
し
、
屋
根
厚
板
を
受
け
る
。
庇
は
、
身
舎
妻
面
の
両
軒
先
間
よ
り
や
や
幅
を
狭

め
て
取
付
き
、
身
舎
と
の
見
切
板
は
、
春
日
造
の
古
式
を
伝
え
る
破
風
板
か
ら
障
泥
板
へ
発
展
す

る
途
上
の
も
の
で
、
身
舎
の
破
風
板
か
ら
造
り
出
す
障
泥
板
を
形
式
と
す
る
。

　
以
上
よ
り
、
本
殿
は
、
正
面
の
み
に
縁
を
付
け
て
身
舎
正
面
柱
通
り
に
脇
障
子
を
設
け
た
正
面

構
え
に
、
流
造
の
屋
根
を
架
け
た
特
異
な
形
式
で
、
春
日
大
社
の
影
響
を
受
け
た
南
山
城
の
地
域

的
特
徴
を
顕
著
に
示
す
。
ま
た
、
建
立
年
代
が
明
ら
か
で
、
木
鼻
に
施
し
た
「
し
か
み
」
に
こ
の

時
代
と
し
て
は
発
達
し
た
技
法
が
み
ら
れ
る
等
、
建
築
技
術
の
発
展
を
考
え
る
う
え
で
時
代
の
指

標
と
な
り
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
、
末
社
八
王
子
社
は
、
厚
板
段
葺
の
春
日
見
世
棚
造
で
、
全
国
的

に
も
類
例
の
少
な
い
屋
根
形
式
を
今
に
伝
え
る
。
庇
と
身
舎
の
見
切
り
の
障
泥
板
は
、
底
が
直
接

破
風
板
に
取
付
く
形
式
か
ら
障
泥
板
へ
と
発
展
し
て
い
く
過
渡
的
な
形
状
を
示
し
、
春
日
造
の
展

開
を
考
え
る
う
え
で
学
術
的
に
価
値
が
高
い
。

（
村
瀬
　
由
紀
史
）

参
考
文
献

精
華
町
『
精
華
町
史
』　
平
成
元
年
～
八
年

京
都
府
文
化
財
保
護
基
金
『
京
都
の
社
寺
建
築
（
南
山
城
編
）』　
昭
和
五
四
年

　

末社八王子社　側背面
本殿と同じく、螻羽の出が大きく中世の特徴を示す。

末社八王子社　障泥板詳細
　障泥板が取り付く位置の下端は丸く削られ、
破風板から障泥板へと発展していく過渡的な形
状を示しているものとみられる。
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を
背
景
に
八
本
の
沙
羅
双
樹
が
枝
を
伸
ば
し
て
い
る
。
画
面
右
側
上
方
に
は
、
雲
に
乗
る
阿
那
律

と
摩
耶
夫
人
一
行
が
描
か
れ
る
。

　
中
央
の
釈
迦
は
、
右
手
枕
し
て
、
左
手
を
体
側
に
沿
わ
せ
、
両
足
を
伸
ば
し
て
牀
台
上
に
横
た

わ
る
。
肉
身
部
は
白
肉
身
に
金
泥
を
刷
く
。
白
毫
は
白
色
、
唇
は
朱
色
で
描
く
。
髪
は
群
青
色
を

塗
り
、
肉
髻
珠
を
朱
色
で
表
し
て
金
色
の
同
心
円
状
の
文
様
を
入
れ
る
。
釈
迦
の
着
衣
は
大
衣
に

袈
裟
を
重
ね
る
。
袈
裟
は
朱
色
地
と
し
、
田
相
部
に
は
金
の
雷
文
繋
ぎ
文
を
表
し
、
条
葉
部
に
は

截
金
二
重
線
を
表
す
。
袈
裟
の
折
り
返
し
部
は
淡
青
色
、
裳
は
緑
で
、
と
も
に
衣
文
線
を
墨
で
描

き
お
こ
す
。

　
牀
台
は
向
か
っ
て
左
側
面
を
見
せ
る
よ
う
に
描
か
れ
、
上
面
は
淡
青
色
に
白
色
宝
相
華
文
散
し

と
す
る
。
ま
た
、
釈
迦
が
右
手
枕
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
釈
迦
の
頭
部
後
方
に
は
緑
色
の
蓮
台

状
の
枕
を
の
ぞ
か
せ
る
。

　
釈
迦
の
横
た
わ
る
牀
台
周
囲
に
は
、
諸
菩
薩
お
よ
び
仏
弟
子
が
描
か
れ
る
。
天
部
は
、
牀
台
奥

の
諸
菩
薩
、
仏
弟
子
衆
の
後
ろ
を
囲
む
よ
う
に
配
さ
れ
、
さ
ら
に
画
面
右
下
に
龍
王
お
よ
び
金
剛

力
士
阿
吽
二
体
が
表
さ
れ
る
。

　
俗
人
は
、
画
面
右
側
の
釈
迦
の
頭
部
の
手
前
側
と
、
釈
迦
の
足
元
近
く
に
配
さ
れ
る
。
う
ち
、

釈
迦
の
足
元
に
供
え
物
を
捧
げ
る
人
物
は
純
陀
と
み
ら
れ
る
。

　
画
面
下
部
に
は
四
五
種
に
及
ぶ
動
物
が
配
さ
れ
、
獅
子
や
象
、
虎
、
豹
と
い
っ
た
通
例
の
も
の

に
加
え
、
多
く
の
小
鳥
や
百
足
、
昆
虫
、
魚
類
、
エ
ビ
、
カ
ニ
も
描
か
れ
る
。
こ
の
う
ち
二
二
種

の
動
物
が
、
花
を
持
っ
て
釈
迦
に
捧
げ
る
姿
で
描
か
れ
る
。

　
沙
羅
双
樹
は
左
手
前
、
左
奥
、
右
手
前
、
右
奥
に
各
二
本
ず
つ
の
計
八
本
描
か
れ
、
左
側
の
四

本
は
花
を
咲
か
せ
た
姿
、
右
側
の
四
本
は
花
や
葉
が
白
化
し
た
姿
を
あ
ら
わ
す
。
双
樹
の
間
か
ら

は
雲
気
が
た
ち
の
ぼ
る
さ
ま
が
描
か
れ
る
。

　
上
方
右
上
の
摩
耶
夫
人
は
天
人
三
人
と
と
も
に
立
像
で
表
さ
れ
、
杖
を
持
っ
て
振
り
返
る
阿
那

律
と
と
も
に
雲
に
乗
っ
た
姿
で
描
く
。

伝
　
　
来
　
　

　
極
樂
寺
は
『
南
桑
田
郡
志
』
に
よ
れ
ば
応
永
元
年
（
一
三
九
四
）
の
在
泉
希
譲
の
開
基
と
い
い
、

絹け
ん

本ぽ
ん

著ち
ゃ
く

色し
ょ
く

仏ぶ
つ

涅ね

槃は
ん

図ず
　
　
　
　
　
　
　

一
幅
（
絵
画
）

法
　
　

量
　
　
縦
　
一
七
二
・
〇
　
　
横
　
一
六
八
・
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
単
位
　
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

品
質
構
造
　
　
絹
本
著
色
掛
軸
装
。
料
絹
は
四
副
一
鋪
で
右
か
ら
三
七
・
九
、四
五
・
九
、四
三
・
一
、

　
　
　
　
　
　
四
一
・
九
の
絹
幅
を
認
め
る
。

記
　
　
録
　
　（
箱
蓋
表
墨
書
）

　
　
　
　
　
　
丹
州
桑
田
郡
勝
林
嶋
萬
年
山
極
楽
禅
寺
什
物
涅
槃
像

　
　
　
　
　
　
以
表
具
損
壊
重
加
修
補
焉

　
　
　
　
　
　
元
禄
十
四
載
辛
巳
極
月
日
　
願
主
令
以
首
座

　
　
　
　
　
　（
箱
蓋
裏
墨
書
）

　
　
　
　
　
　
白
銀
三
十
目
　
当
村
信
男
女
若
干
仁
所
檀
度
也
　
青
銅
四
貫
伍
百
参
拾
六
文
　
廣

　
　
　
　
　
　
垣
内
村
　
江
尻
丸
　
法
貴
　
亀
山
安
町
　
室
橋
　
湯
井
　
中
村
　
毘
沙
門
　
北
庄

　
　
　
　
　
　
神
前
　
黒
田
　
舟
枝
　
馬
路
　
亀
山
柳
町
　
寺
村
　
国
分
　
穴
太
　
宇
津
根
　
出

　
　
　
　
　
　
雲
　
保
津
　
川
原
尻
　
馬
場
條
　
亀
山
紺
屋
町
　
同
雑
水
川
町

　
　
　
　
　
　（
改
行
）

　
　
　
　
　
　
并
河
　
京
城
　
以
上
廿
六
所
若
干
人
之
所
施
也
　
白
銀
十
三
文
目
　
桂
吉
太
夫
安

　
　
　
　
　
　
町
庄
右
衛
所
勧
化
也
　
現
住
令
以
記
焉

図
　
　
様
　
　

　
絹
目
の
細
か
い
四
副
一
鋪
の
料
絹
に
仏
涅
槃
の
様
子
を
描
く
。

　
画
面
中
央
に
大
き
く
牀
台
上
に
瞑
目
し
て
横
た
わ
る
釈
迦
を
中
心
に
、
菩
薩
、
仏
弟
子
、
天
部
、

俗
人
ら
が
描
か
れ
、
画
面
最
下
部
に
は
種
々
の
動
物
が
配
さ
れ
る
。
牀
台
周
辺
に
は
、
川
の
流
れ

亀
岡
市
河
原
林
町
勝
林
島
稲
荷
五
一

宗
教
法
人
　
極
樂
寺

美
術
工
芸
品
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　①阿那律に先導される摩耶夫人、②画面下方に描かれる魚や

カニ、③涅槃に入る釈迦、④全図

①

②

③

④
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寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
菊
隠
和
尚
の
代
に
現
在
地
に
移
し
た
と
伝
わ
る
。
創
建
を
記
す
記
録
は

な
く
、
元
の
所
在
地
も
詳
ら
か
で
な
い
が
、
開
基
と
さ
れ
る
在
泉
和
尚
の
嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
）

の
奥
書
の
あ
る
大
般
涅
槃
経
四
〇
巻
が
同
寺
に
伝
来
す
る
。
箱
蓋
表
の
墨
書
に
よ
り
、
元
禄
一
四

年
（
一
七
〇
一
）
に
修
理
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
そ
の
時
点
で
極
樂
寺
の
什
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
判

明
す
る
。

　
平
成
三
一
年
三
月
京
都
府
暫
定
登
録
文
化
財
に
登
録
。

保
存
状
態
　
　

　
全
体
に
絵
具
層
の
剥
離
が
著
し
く
、
修
理
を
要
す
る
状
態
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
紙
の
欠
失
は

部
分
的
で
あ
り
、
後
世
の
大
規
模
な
補
筆
は
認
め
ら
れ
な
い
。

時
　
　

代
　
　
南
北
朝
時
代

説
　
　

明

　
本
作
は
亀
岡
市
河
原
林
町
の
極
樂
寺
に
伝
来
し
た
涅
槃
図
で
あ
る
。
そ
の
制
作
の
経
緯
は
詳
ら

か
で
な
い
が
、
箱
蓋
表
に
記
載
さ
れ
る
墨
書
か
ら
、
元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
に
は
少
な
く
と

も
同
寺
の
所
有
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
本
図
は
四
幅
を
継
ぐ
ほ
ぼ
正
方
形
の
画
面
の
中

央
に
涅
槃
に
入
る
釈
迦
の
姿
、
周
囲
に
種
々
の
会
衆
が
囲
繞
す
る
様
子
を
描
く
。
現
状
画
面
左
右

端
の
図
様
が
途
切
れ
て
お
り
、
当
初
は
も
う
少
し
横
長
の
画
面
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
作
品
に
お
け
る
構
図
、
図
像
、
表
現
方
法
、
描
法
は
、
全
体
を
通
し
、
平
安
時
代
以
来
の
古

様
か
ら
鎌
倉
時
代
以
降
一
般
的
と
な
る
新
様
式
へ
と
至
る
過
渡
的
な
表
現
を
示
し
て
い
る
点
に
お

い
て
特
徴
的
で
あ
る
。
第
一
に
、
構
図
に
関
し
、
そ
も
そ
も
涅
槃
図
の
形
態
は
一
般
に
牀
台
の
右

側
面
を
見
せ
、
釈
迦
が
両
手
を
体
側
に
付
け
て
両
足
を
伸
ば
す
も
の
と
、
牀
台
の
左
側
面
を
見
せ
、

釈
迦
が
右
手
枕
し
て
膝
を
曲
げ
て
横
た
わ
る
も
の
の
大
き
く
二
種
に
分
か
れ
、
前
者
の
形
式
を
平

安
時
代
以
来
の
古
様
を
示
す
第
一
形
式
、
後
者
を
鎌
倉
時
代
以
降
に
一
般
化
し
た
新
様
を
示
す
第

二
形
式
と
呼
称
す
る
。
本
図
は
、
牀
台
の
左
側
面
が
見
え
る
よ
う
に
描
き
、
釈
迦
が
右
手
枕
し
て

横
た
わ
る
点
で
、
鎌
倉
時
代
以
降
一
般
化
し
た
第
二
様
式
に
依
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
膝

を
曲
げ
ず
に
両
脚
を
す
ん
な
り
伸
ば
す
点
や
、
蓮
台
状
の
枕
を
描
き
込
む
点
は
、
平
安
時
代
以
来

の
第
一
様
式
を
と
ど
め
た
姿
で
あ
る
。

　
第
二
に
、周
囲
の
会
衆
や
動
物
の
図
像
に
関
し
て
も
同
様
の
傾
向
が
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

描
き
込
む
動
物
の
種
類
が
四
五
種
と
増
加
し
て
い
る
点
は
新
し
い
傾
向
と
い
え
る
が
、
そ
の
描
写

は
総
じ
て
伝
統
的
で
、
高
麗
画
の
常
徳
寺
本
や
、
長
福
寺
本
（
重
要
文
化
財
）
な
ど
の
中
国
・
朝

鮮
絵
画
に
強
い
影
響
を
受
け
た
作
例
に
み
ら
れ
る
、
手
長
猿
や
駱
駝
、
穿
山
甲
な
ど
の
珍
し
い
動

物
や
、
猛
獣
ら
し
い
頭
の
大
き
く
太
っ
た
姿
の
虎
や
豹
と
い
っ
た
新
た
な
表
現
は
、
本
作
品
に
は

認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
人
物
表
現
に
つ
い
て
も
、
阿
那
律
に
先
導
さ
れ
る
摩
耶
夫
人
を
立
像
で
表

す
点
は
新
形
式
に
一
般
的
な
表
現
を
踏
襲
し
て
い
る
一
方
、
同
じ
く
新
形
式
に
一
般
的
な
、
倒
れ

込
む
阿
難
や
、
釈
迦
の
足
を
拝
礼
す
る
老
女
の
モ
チ
ー
フ
等
は
み
ら
れ
な
い
。

　
第
三
に
、
表
現
方
法
や
描
法
に
関
し
て
は
、
打
ち
込
み
や
抑
揚
の
あ
る
暢
達
な
肥
痩
線
に
、
宋

元
画
の
羅
漢
図
等
の
影
響
が
み
ら
れ
、
牀
台
上
面
の
白
色
宝
相
華
文
は
、
金
あ
る
い
は
高
麗
の
原

本
に
基
づ
く
と
さ
れ
る
奈
良
・
東
大
寺
の
香
象
大
師
像
（
重
要
文
化
財
）
の
散
華
に
近
い
表
現
を

見
せ
て
お
り
、
中
国
画
か
ら
の
新
た
な
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
、
表
現
方
法
は
全
体
的

に
伝
統
的
で
抑
制
の
効
い
た
も
の
で
あ
り
、
截
金
に
よ
る
細
緻
な
文
様
や
彩
色
な
ど
、
概
し
て
丁

寧
に
破
綻
な
く
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
作
品
は
根
底
と
し
て
平
安
時
代
以
来
の
古
様

を
残
し
な
が
ら
も
、
部
分
的
に
鎌
倉
時
代
以
降
の
新
様
を
導
入
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
過
渡
期

的
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
過
渡
的
表
現
に
特
色
の
あ
る
本
作
品
と
共
通
性
の
高
い
作
例
と
し
て
、
鎌
倉
時

代
の
香
川
県
與
田
寺
本
仏
涅
槃
図
（
重
要
文
化
財
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
牀
台
の
左
側
面
を
見
せ
、

右
手
枕
し
て
両
足
を
す
ん
な
り
伸
ば
す
釈
迦
の
姿
を
は
じ
め
、
参
集
す
る
会
衆
や
主
要
な
動
物
の

配
置
や
図
像
も
細
部
に
わ
た
る
ま
で
共
通
し
て
お
り
、
本
図
は
與
田
寺
本
と
系
統
を
同
じ
く
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
降
下
す
る
摩
耶
夫
人
が
画
面
右
側
に
立
像
で
表
さ
れ
る
点
や
、
牀
台

上
面
の
白
色
宝
相
華
文
が
中
国
画
に
基
づ
く
表
現
を
み
せ
る
点
に
お
い
て
、
極
楽
寺
本
の
方
が
よ

り
新
し
い
様
式
を
示
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
作
品
は
與
田
寺
本
よ
り
時
代
の
下
が
る
南
北
朝
時

代
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
。
同
系
統
の
作
品
は
類
例
が
少
な
く
、
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
本
作
品
の
独
自
性
は
、
画
面
下
端
に
描
か
れ
た
三
匹
の
魚
と
エ
ビ
、
カ
ニ
と
い
う
海

の
生
物
と
、
折
枝
花
を
咥
え
た
禽
獣
の
図
像
に
あ
る
。
魚
類
を
描
く
例
と
し
て
は
島
根
県
鰐
淵
寺
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本
や
京
都
府
遍
照
寺
本
が
知
ら
れ
る
も
の
の
類
例
が
少
な
く
、
本
作
の
よ
う
に
イ
セ
エ
ビ
の
よ
う

な
エ
ビ
を
描
く
作
例
は
他
に
知
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
四
五
種
の
禽
獣
の
う
ち
約
半
数
に
あ
た
る

二
二
種
の
動
物
が
花
を
咥
え
、
釈
迦
に
献
花
す
る
姿
で
描
か
れ
る
例
は
、
亀
岡
市
金
輪
寺
の
仏
涅

槃
図
（
重
要
文
化
財
）
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
非
常
に
珍
し
い
。

　
こ
の
よ
う
に
本
作
品
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
新
形
式
を
部
分
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
な
お
平

安
時
代
以
来
の
造
形
的
特
徴
を
残
し
た
過
渡
的
表
現
を
見
せ
る
も
の
で
あ
り
、
類
例
の
少
な
い
與

田
寺
本
系
統
の
涅
槃
図
の
現
存
例
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
特
に
動
物
表
現
に
お
い

て
は
、
海
洋
生
物
お
よ
び
折
枝
花
を
咥
え
る
禽
獣
の
表
現
な
ど
、
非
常
に
珍
し
い
表
現
を
含
ん
で

い
る
。
類
例
の
少
な
い
図
像
的
特
徴
を
有
す
る
、
丹
波
地
域
に
伝
来
し
た
中
世
涅
槃
図
の
優
品
と

し
て
高
い
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
本
作
品
は
、
箱
蓋
表
の
墨
書
か
ら
、
元
禄
一
四
年
に
修
理
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

蓋
裏
に
列
挙
さ
れ
る
、
修
理
に
際
し
て
布
施
を
行
っ
た
人
々
の
い
た
地
域
は
、
南
桑
田
郡
の
多
く

の
村
や
船
井
郡
の
一
部
な
ど
、広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
。本
作
品
が
南
丹
波
一
円
の
人
々
に
よ
っ

て
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
状
況
が
う
か
が
え
、
地
域
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
も
意
義
深
い
作
例
と

い
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
桑
原
　
正
明
）

〈
参
考
文
献
〉

河
原
林
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
河
原
林
の
歴
史
』　
平
成
二
四
年
　

　
　
　
　
　

箱蓋表墨書（表１～４）

箱蓋裏墨書
（裏 1～裏４）

裏１

表１表 2

表 3表４

裏４ 裏３ 裏２
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木も
く

造ぞ
う

薬や
く

師し

如に
ょ

来ら
い

坐ざ

像ぞ
う

　
　
　
　
　
　
　

一
軀
（
彫
刻
）

亀
岡
市
大
井
町
並
河
一
丁
目
三
五
の
一
四

宗
教
法
人
　
願
成
寺

法
　
　

量
　
　
本
体

　
　
　
　
　
　
　
像
　
高
　
　
　
　
八
九
・
六
　
　
　
髪
際
高
　
　
　
　 

八
二
・
一

　
　
　
　
　
　
　
頂
─
顎
　
　
　
　
二
六
・
三
　
　
　
面
　
長
　
　
　
　 

一
六
・
六

　
　
　
　
　
　
　
面
　
幅
　
　
　
　
一
四
・
四
　
　
　
耳
　
張
　
　
　
　 

一
六
・
三

　
　
　
　
　
　
　
面
　
奥
　
　
　
　
二
二
・
四
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
胸
　
奥
　
　
　
　
二
三
・
七
　
　
　
腹
　
奥
　
　
　
　 

二
八
・
一

　
　
　
　
　
　
　
肘
　
張
　
　
　
　
五
〇
・
三
　
　
　
膝
　
張
　
　
　
　 

五
八
・
五

　
　
　
　
　
　
　
膝
　
高
（
右
）　  

二
三
・
三
　
　
　
膝
　
奥
　
　
　
　 

五
二
・
三
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
光
背

　
　
　
　
　
　
　
光
背
高
　
　
　
　
一
四
三
・
〇
　
　
同
　
幅
　
　
　
　 
九
四
・
五

　
　
　
　
　
　
　
二
重
円
相
高
　
　
一
〇
七
・
〇

　
　
　
　
　
　
　
頭
光
張
　
　
　
　
四
四
・
〇
　
　
　
同
　
厚
　
　
　
　 

二
・
〇

　
　
　
　
　
　
　
身
光
張
　
　
　
　
六
八
・
〇
　
　
　
同
　
厚
　
　
　
　 

二
・
〇

　
　
　
　
　
　
　
光
脚
張
　
　
　
　
六
五
・
二
　
　
　
同
　
厚
　
　
　
　 

四
・
〇

　
　
　
　
　
　
　
同
　
高
　
　
　
　
一
一
・
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
単
位
　
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

形
　
　

状
　
　

　〈
本
体
〉　
螺
髪
粒
状
（
後
補
）。
肉
髻
珠
を
あ
ら
わ
す
。
耳
朶
環
状
貫
通
、
三
道
を
あ
ら
わ
す
。

衲
衣
は
左
肩
を
覆
い
、
右
肩
に
少
し
か
か
る
。
た
だ
し
、
現
状
の
着
付
け
は
左
肩
表
面
に
か
か
る

衲
衣
の
衣
端
の
処
理
が
不
合
理
で
、
別
材
を
か
け
て
い
る
か
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
る
。
両
腕
を
と

も
に
水
平
に
差
し
出
し
、
左
手
は
掌
を
仰
い
で
薬
壺
を
載
せ
、
右
手
は
第
一
・
三
指
を
捻
じ
て
施

無
畏
印
を
結
ぶ
。
正
面
を
向
き
、
左
脚
を
外
に
し
て
座
る
。

木造薬師如来坐像（全身正面）木造薬師如来坐像（左背面）
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　〈
光
背
〉　
二
重
円
相
光
。

　〈
頭
光
〉　
円
形
。
中
心
に
八
葉
蓮
華
（
素
文
）。
こ
れ
を
囲
ん
で
圏
帯
を
巡
ら
せ
、
縁
は
紐
・

連
珠
（
方
形
）、
列
弁
で
囲
む
。
圏
帯
は
素
文
で
あ
る
が
現
状
彩
色
花
文
が
残
る
。

　〈
身
光
〉　
円
形
。
中
心
を
丸
く
透
か
し
、
そ
の
周
り
に
、
圏
帯
を
巡
ら
せ
、
そ
の
内
区
と
外
区

を
紐
一
条
の
刻
線
で
く
く
る
。
圏
帯
の
処
理
は
頭
光
と
同
じ
。
縁
も
頭
光
に
準
じ
る
。

　〈
光
脚
〉　
素
弁
の
七
葉
。
下
端
に
紐
・
連
珠
（
方
形
）・
紐
を
あ
ら
わ
す
。

品
質
構
造
　
　

　〈
本
体
〉　
針
葉
樹
材
。
一
木
造
。
内
刳
な
し
。
漆
箔
仕
上
げ
。
彫
眼
。

　
頭
体
を
通
し
て
、木
心
を
後
方
や
や
左
に
外
し
た
縦
一
材
か
ら
彫
出
し
、右
上
膊
（
肘
上
ま
で
）、

左
肘
ま
で
を
含
む
。
左
前
膊
は
、
肘
周
り
の
衣
も
含
み
、
肘
か
ら
先
を
一
材
で
彫
出
し
、
袖
に
差

込
む
。
左
肘
外
に
は
小
材
を
矧
ぐ
。
左
前
膊
上
半
に
嵌
木
を
す
る
。
左
手
首
先
に
別
材
を
矧
ぐ（
当

初
の
左
手
首
は
逆
凸
状
の
枘
を
作
っ
て
前
膊
に
差
込
む
）。
各
指
と
も
半
ば
先
に
別
材
を
矧
ぐ
。

右
前
膊
は
、
肘
上
方
か
ら
手
首
ま
で
大
略
一
材
製
。
た
だ
し
右
肘
辺
の
外
側
か
ら
前
膊
肘
付
近
の

上
面
部
は
割
損
し
、
分
離
し
て
補
修
の
う
え
再
接
合
し
た
と
み
ら
れ
る
。
右
手
首
先
別
材
製
、
手

首
に
マ
チ
材
を
挟
む
。
両
脚
部
は
横
木
一
材
製
。
裳
先
に
別
材
を
矧
ぐ
。
体
部
背
面
の
衣
端
に
小

材
を
矧
ぐ
。
ま
た
、
像
底
地
付
周
り
に
複
数
の
薄
い
小
材
を
矧
ぎ
足
す
。

　
表
面
は
漆
箔
仕
上
げ
と
し
、
髪
際
の
み
に
木
屎
を
盛
り
あ
げ
る
。
像
の
現
状
の
漆
箔
は
当
初
か

ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
か
な
り
古
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　〈
光
背
〉　
針
葉
樹
材
。
彩
色
・
漆
箔
。

　
頭
光
・
身
光
は
正
中
左
右
二
材
製
。
頭
光
の
中
心
部
分
は
一
材
製
。
身
光
は
中
央
を
刳
り
抜
く
。

中
央
下
端
は
欠
失
。
現
状
全
体
に
暗
褐
色
を
呈
す
る
が
、
頭
光
・
身
光
の
圏
帯
部
に
白
色
を
基
調

と
し
た
花
文
が
残
り
、
文
様
は
宝
相
華
文
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
彩
色
文
様
は
あ
る
程
度
古
い
も
の

と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
初
と
は
断
定
で
き
な
い
。
頭
光
・
身
光
と
も
縁
は
漆
箔
仕
上
げ
と
す
る
。

　
光
脚
は
、
前
面
の
み
当
初
で
大
略
横
木
一
材
製
。
た
だ
し
正
面
向
か
っ
て
左
上
半
部
は
別
材
製

後
補
（
一
二
×
七
×
一
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。

記
　
　
録
　
　（
光
背
身
光
部
背
面
左
側
墨
書
）

　
　
　
　
　
　
西
洛
正
法
山
妙
心
寺
裡
鄰
華
院
下

　
　
　
　
　
　
退
休
庵
主

　
　
　
　
　
　
祖
連

　
　
　
　
　
　
貞
享
五
戊
辰
七
月
初
二
日
　
謹
再
興

　
　
　
　
　
　（
光
脚
部
背
面
墨
書
）

　
　
　
　
　
　
薬
師
如
来
并
左
右
両
尊

　
　
　
　
　
　
十
二
神
将
再
興
施
主
之

　
　
　
　
　
　
連
名

　
　
　
　
　
　
西
京
妙
心
寺
裡
　
　
周
伯

　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
宗
恕

　
　
　
　
　
　
同
妙
心
役
人
　
　
　
赤
沢
寿
鋳

　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
同
姓
寿
硯
　

　
　
　
　
　
　
京
大
工
　
　
　
　
　
若
狭

　
　
　
　
　
　
同
菓
子
屋
　
　
　
　
播
磨

　
　
　
　
　
　
同
菓
子
屋
　
　
　
　
山
城

　
　
　
　
　
　
同
瓦
師
　
　
　
　
　
加
賀

　
　
　
　
　
　
同
八
百
屋
　
　
　
　
道
林

　
　
　
　
　
　
同
左
官
　
　
　
　
　
三
四
郎

　
　
　
　
　
　
同
麩
屋
　
　
　
　
　
宇
兵
衛

　
　
　
　
　
　
同
箱
物
屋
　
　
　
　
長
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
同
材
木
屋
　
　
　
　
清
兵
衛

　
　
　
　
　
　
同
銕
物
屋
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
同
鍛
冶
屋
　
　
　
　
喜
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
同
塗
師
　
　
　
　
　
助
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
同
釜
屋
　
　
　
　
　
藤
右
衛
門

光脚部背面墨書（部分）



16

　
　
　
　
　
　
同
八
百
屋
　
　
　
　
九
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
木
辻
檜
皮
屋
　
　
　
清
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
右

　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
智
清
恵
見
尼

　
　
　
　
　
　
梅
窓
栄
林
尼

　
　
　
　
　
　
貞
享
五
戊
辰
之
歳

　
　
　
　
　
　
七
月
初
二
日

伝
　
　
来
　
　

　（
一
）
願
成
寺
は
臨
済
宗
に
属
し
、
寺
伝
で
は
奈
良
時
代
和
銅
年
間
の
開
創
と
い
う
が
、
寺
の
　
　

光背

　
　
　
創
建
や
本
像
の
造
立
に
関
す
る
確
実
な
史
料
は
な
い
。

　（
二
）
光
背
裏
面
に
記
さ
れ
た
墨
書
に
よ
り
、貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
に
こ
の
薬
師
像
と
日
光
・

　
　
　
月
光
両
脇
侍
・
十
二
神
将
が
妙
心
寺
鄰
華
院
退
休
庵
主
祖
連
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
こ
と

　
　
　
が
判
明
す
る
。
日
光
・
月
光
・
十
二
神
将
像
に
つ
い
て
は
こ
の
と
き
制
作
さ
れ
た
と
み
ら

　
　
　
れ
る
。

　（
三
）
平
成
二
九
年
七
月
、
京
都
府
暫
定
登
録
文
化
財
に
登
録
。

時
　
　
代
　
　
平
安
時
代

説
　
　
明

後脚部背面墨書（15 頁の続き部分）
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亀
岡
市
願
成
寺
の
本
尊
で
「
並
河
薬
師
」
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
る
薬
師
如
来
坐
像
で
、
平

安
初
期
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
。

　
頭
体
幹
部
か
ら
、
左
腕
は
肘
ま
で
、
右
腕
は
上
膊
ま
で
を
含
め
て
、
針
葉
樹
材
の
一
材
か
ら
彫

出
し
、
両
脚
部
に
横
一
材
を
寄
せ
る
構
造
で
、
平
安
時
代
初
期
一
木
彫
像
の
特
徴
を
備
え
る
。
像

本
体
は
一
部
補
修
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
両
手
先
や
数
か
所
の
小
材
を
除
い
て
お
お
む
ね
当
初
材

を
残
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
光
背
の
頭
光
・
身
光
及
び
光
脚
前
面
も
当
初
の
も
の
を
残
し
て
い

る
。
像
表
面
の
漆
箔
層
や
、
光
背
二
重
円
相
部
の
彩
色
層
も
、
当
初
と
断
定
は
で
き
な
い
も
の
の

相
当
古
い
も
の
を
残
し
て
お
り
、
保
存
状
態
は
お
お
む
ね
良
好
と
い
え
る
。

　
そ
の
造
形
は
き
わ
め
て
素
朴
な
も
の
で
、
洗
練
さ
れ
た
造
形
と
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
腰
高
の

プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
で
、
胸
や
脚
部
に
は
量
感
が
あ
り
、
肩
の
張
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
状
の
シ
ル
エ
ッ
ト

に
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
衣
は
非
常
に
厚
み
の
あ
る
も
の
で
、
独
特
の
迫
力
の
あ
る
造
形
が
認
め
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
着
衣
の
ま
と
い
方
に
は
不
合
理
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
特
に
左
肩
前
面
に
衲
衣
の

衣
端
を
か
け
る
と
こ
ろ
が
、
別
の
布
を
か
け
て
い
る
か
の
よ
う
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

胸
の
括
り
な
ど
に
概
念
的
な
表
現
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
全
体
に
か
な
り
素
朴
な
造
形
が
み
て
と
れ

る
。

　
一
方
、背
面
に
お
い
て
左
肩
か
ら
か
か
る
衲
衣
以
外
の
大
部
分
の
衣
文
線
を
省
略
す
る
表
現
は
、

八
世
紀
末
の
造
像
と
さ
れ
る
神
護
寺
薬
師
如
来
立
像
（
国
宝
）
を
は
じ
め
と
し
た
、
平
安
時
代
初

期
の
如
来
像
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
厚
手
の
衣
や
ど
っ
し
り
と
し
た
量
感
あ
る
造
形
は
、
新
潟
県

佐
渡
国
分
寺
の
薬
師
如
来
坐
像
や
岩
手
県
黒
石
寺
の
薬
師
如
来
坐
像
（
い
ず
れ
も
重
要
文
化
財
）

な
ど
、
九
世
紀
の
特
色
あ
る
造
形
を
示
す
作
例
に
通
じ
る
。
本
像
は
洗
練
さ
を
欠
く
と
こ
ろ
が
あ

る
も
の
の
、
平
安
時
代
初
期
の
造
形
的
特
徴
を
と
ど
め
た
地
方
的
作
例
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、

丹
波
地
域
で
造
像
さ
れ
た
可
能
性
も
十
分
想
定
で
き
る
。

　
本
像
は
従
来
、
造
形
に
大
規
模
な
彫
り
直
し
が
な
さ
れ
て
当
初
の
造
形
を
と
ど
め
て
い
な
い
と

さ
れ
、
そ
の
要
因
と
し
て
、
平
安
時
代
初
期
の
薬
師
悔
過
に
お
け
る
祈
雨
法
や
止
雨
法
の
本
尊
と

し
て
、
像
を
大
堰
川
に
浸
す
荒
々
し
い
行
法
が
行
わ
れ
た
可
能
性
を
推
測
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
先
述
の
よ
う
に
本
像
は
概
ね
当
初
の
造
形
を
保
っ
て
お
り
、
像
の
大
規
模
な
破
損
や
水

損
の
痕
跡
も
確
認
で
き
な
い
た
め
、
像
の
保
存
状
態
と
こ
れ
ら
の
行
法
を
関
連
づ
け
る
こ
と
は
難

し
い
。
な
お
、
両
手
先
が
後
補
に
変
わ
っ
て
お
り
、
当
初
説
法
印
を
結
ん
で
い
た
阿
弥
陀
な
ど
他

の
尊
像
と
し
て
造
ら
れ
た
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
両
手
を
前
に
差
し
出
す
形
は
神
護
寺
薬
師
如

来
立
像
に
例
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
本
像
が
薬
師
如
来
像
と
し
て
造
ら
れ
た
と
み
て
も

良
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
薬
師
悔
過
な
ど
の
平
安
時
代
初
期
の
薬
師
信
仰
と
の
関
わ
り
を

有
し
て
い
た
可
能
性
は
想
定
で
き
る
。

　
光
背
は
、
二
重
円
相
部
お
よ
び
光
脚
部
前
面
の
大
半
が
当
初
の
も
の
で
あ
る
。
頭
光
・
身
光
部

の
表
面
に
は
彩
色
に
よ
る
宝
相
華
文
が
あ
ら
わ
さ
れ
、教
王
護
国
寺
の
西
院
不
動
明
王
像
（
国
宝
）

の
光
背
の
文
様
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
に
遡
る
光
背
と
と
も
に
現
存
す
る
点

で
も
貴
重
な
作
例
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
本
像
は
、
素
朴
な
が
ら
魅
力
あ
る
異
色
の
造
形
を
示
す
平
安
時
代
初
期
の
一
木
彫

像
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
平
安
時
代
初
期
彫
刻
の
多
様
性
を
顕
著
に
示
す
遺
品
と
し
て
推

賞
さ
れ
る
。
ま
た
、
当
初
の
光
背
も
あ
わ
せ
て
伝
わ
り
、
平
安
時
代
初
期
の
造
形
を
と
ど
め
る
貴

重
な
作
例
と
し
て
高
い
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
造
像
の
背
景
は
詳
ら
か
で
な
い
も
の

の
、
本
像
の
伝
来
す
る
願
成
寺
は
丹
波
国
分
寺
と
大
堰
川
を
隔
て
て
相
対
す
る
位
置
に
あ
り
、
丹

波
地
域
の
平
安
時
代
初
期
の
造
像
や
古
代
の
仏
教
文
化
を
考
え
る
上
で
も
非
常
に
高
い
資
料
的
価

値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
桑
原
　
正
明
）

〈
参
考
文
献
〉

亀
岡
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
新
修
亀
岡
市
史
』
資
料
編
第
四
巻
　
平
成
八
年

中
野
玄
三
「
神
護
寺
薬
師
如
来
立
像
再
論
―
丹
波
国
分
寺
周
辺
の
古
代
彫
像
を
参
照
し
て
―
」（
同

『
続
日
本
仏
教
美
術
史
研
究
』
思
文
閣
出
版
）　
平
成
一
八
年
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一
、
弥
生
土
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
口
壷
残
欠
　
　
　
　
　
　
　
二
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
差
残
欠
　
　
　
　
　
　
　
　
一
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甕
残
欠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
点

時
　
　

代
　
　
古
墳
時
代
（
附
：
弥
生
時
代
）

説
　
　

明

　
本
資
料
は
、
船
井
郡
京
丹
波
町
蒲
生
に
所
在
す
る
蒲
生
野
古
墳
の
埋
葬
施
設
か
ら
出
土
し
た
一

括
資
料
及
び
、
下
層
遺
構
の
弥
生
方
形
周
溝
墓
埋
葬
施
設
、
周
溝
の
一
括
出
土
資
料
で
あ
る
。

　
蒲
生
野
古
墳
は
平
成
二
四
年
度
に
宅
地
造
成
に
伴
う
立
会
調
査
中
に
不
時
発
見
さ
れ
た
古
墳
で

あ
り
、
京
丹
波
町
教
育
委
員
会
を
主
体
と
し
て
、
急
遽
、
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
蒲
生
野
古

墳
は
須
知
川
左
岸
に
位
置
す
る
丘
陵
先
端
に
位
置
し
、
複
数
の
古
墳
が
存
在
し
た
と
さ
れ
る
蒲
生

野
古
墳
群
中
の
一
基
で
あ
る
が
、
現
地
表
面
で
墳
丘
の
確
認
で
き
る
古
墳
は
周
辺
に
は
所
在
し
て

お
ら
ず
、
古
墳
群
と
し
て
の
構
成
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
調
査
に
よ
り
見
つ
か
っ
た
蒲
生
野
古
墳
は
埋
葬
施
設
の
み
が
遺
存
し
て
お
り
、
墳
丘
に
つ
い
て

は
既
に
削
平
さ
れ
、
規
模
・
形
態
を
示
す
遺
構
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
周
辺
の
地
形
と
埋

葬
施
設
の
関
係
か
ら
直
径
な
い
し
一
辺
が
四
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
大
型
円
墳
も
し
く
は
方
墳
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

　
埋
葬
施
設
は
東
西
方
向
に
主
軸
を
も
つ
木
棺
直
葬
形
態
を
と
り
、
墓
壙
の
大
部
分
は
削
平
さ
れ

て
い
る
も
の
の
二
段
墓
壙
の
形
状
を
呈
し
て
い
る
。
下
段
墓
壙
に
は
長
さ
六
・
五
メ
ー
ト
ル
を
測

る
長
大
な
刳
り
抜
き
系
木
棺
が
納
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
西
小
口
が
垂
直
に
立
ち

上
が
る
こ
と
か
ら
、
割
竹
形
木
棺
と
判
断
さ
れ
、
銅
鏡
に
付
着
し
た
状
態
で
木
棺
残
欠
一
点
が
出

土
し
た
。

　
副
葬
品
は
、
棺
内
の
三
箇
所
か
ら
検
出
さ
れ
て
い
る
。
西
小
口
付
近
か
ら
銅
鏡
一
面
、
車
輪
石

系
石
釧
一
箇
、
鉄
斧
一
箇
、
鉄
鉇
残
欠
二
点
、
鉄
刀
子
残
欠
二
点
、
鉄
鎌
一
箇
が
、
中
央
か
ら
銅

鏡
一
面
、
石
釧
二
箇
、
管
玉
七
箇
、
ガ
ラ
ス
小
玉
一
〇
一
箇
、
鉄
刀
子
残
欠
一
点
、
用
途
不
明
鉄

製
品
残
欠
二
点
が
、
東
端
で
鉄
斧
一
箇
が
原
位
置
の
ま
ま
検
出
さ
れ
た
。

蒲こ

も

の
生
野
古こ

 ふ
ん墳

出し
ゅ
つ

土ど

品ひ
ん

（
考
古
資
料
）

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
、
銅
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
仿
製
鏡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
仿
製
内
行
花
文
鏡
　
　
　
　
　
　
一
面

　
　
　
　
　
　
　
一
、
石
釧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
箇

　
　
　
　
　
　
　
一
、
車
輪
石
系
石
釧
　
　
　
　
　
　
　
一
箇

　
　
　
　
　
　
　
一
、
玉
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
玉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
箇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ラ
ス
小
玉
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
箇

　
　
　
　
　
　
　
一
、
鉄
製
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
斧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
箇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
刀
子
残
欠
　
　
　
　
　
　
　
　
三
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
鎌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
箇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
鉇
残
欠
共
　
　
　
　
　
　
　
　
三
箇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
途
不
明
鉄
製
品
残
欠
　
　
　
　
二
点

　
　
　
　
　
　
　
一
、
木
棺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
棺
残
欠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
点

　
　
　
　
　
　
　
附  

下
層
遺
構
出
土
品

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
玉
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
玉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
箇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ラ
ス
玉
　
　
　
　
　
　
　
　
一
箇

京
丹
波
町

保
管
：
公
益
財
団
法
人
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
　

向
日
市
寺
戸
町
南
垣
内
四
〇
の
三
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銅
鏡
は
二
面
出
土
し
て
い
る
。
棺
中
央
部
で
出
土
し
た
の
は
型
式
不
明
の
仿
製
鏡
で
、
径
七
・

六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
劣
化
が
進
み
文
様
を
確
認
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
紐
座
周

辺
に
圏
線
と
思
わ
れ
る
高
ま
り
が
あ
る
。
縁
は
平
縁
で
あ
る
。
西
小
口
で
出
土
し
た
の
は
仿
製
内

行
花
文
鏡
で
、
径
九
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
鋳
上
り
、
銅
質
と
も
良
好
で
あ
る
。
通
常

八
箇
所
の
連
弧
が
一
一
箇
所
施
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
紐
か
ら
外
縁
に
む
け
、凸
線
、

退
化
し
た
有
節
文
帯
、
凸
線
の
計
三
条
の
圏
線
が
配
さ
れ
、
内
区
に
は
連
弧
文
、
外
区
と
内
区
の

間
に
は
一
条
の
凹
線
を
施
し
、
外
区
に
は
二
条
の
鋸
歯
文
帯
を
配
す
る
。
文
様
に
は
一
部
模
糊
と

し
た
箇
所
が
見
ら
れ
、
手
擦
れ
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
縁
は
平
縁
で
あ
る
。

　
石
釧
は
中
央
部
で
二
箇
出
土
し
た
。
い
ず
れ
も
緑
色
凝
灰
岩
製
で
あ
る
。
石
釧
一
は
緑
灰
色
を

呈
す
る
。
材
質
の
特
徴
か
ら
北
陸
産
と
判
断
さ
れ
る
。
外
径
八
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
・

九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、
上
段
斜
面
に
は
一
六
〇
条
の
櫛
目
状
沈
線
を
施
す
。
下
方
側
面
に

は
二
段
の
匙
面
が
施
さ
れ
て
い
る
。
石
釧
二
は
暗
緑
灰
色
を
呈
し
、
外
径
約
七
・
三
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
高
さ
二
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
材
質
の
特
徴
か
ら
北
陸
産
の
材
を
畿
内
に
持
ち

込
み
生
産
さ
れ
た
個
体
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。上
段
斜
面
に
は
一
七
六
条
の
櫛
目
状
沈
線
を
施
す
。

上
段
と
下
段
の
境
界
に
は
一
条
の
沈
線
を
挟
み
、
下
段
に
は
一
段
の
匙
面
を
施
し
て
い
る
。

　
車
輪
石
系
石
釧
は
中
央
部
で
一
箇
出
土
し
た
。
薄
い
青
み
を
帯
び
た
灰
褐
色
を
呈
す
る
滑
石
製

で
あ
る
。
外
径
約
一
一
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
内
径
約
六
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
・
二

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
上
面
に
は
内
帯
に
鎧
戸
状
櫛
歯
状
文
五
三
段
を
刻
み
、
外
帯
に
は
全

周
を
一
六
分
割
し
た
複
合
鋸
歯
文
を
施
す
。
底
面
は
内
帯
に
櫛
歯
状
文
一
一
八
条
、
外
帯
に
は
上

面
同
様
、
全
周
を
一
六
分
割
し
た
複
合
鋸
歯
文
を
刻
む
。

　
玉
類
に
は
、
中
央
部
か
ら
出
土
し
た
管
玉
七
箇
と
ガ
ラ
ス
小
玉
一
〇
一
箇
が
あ
る
。
管
玉
は
直

径
約
〇
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
～
〇
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約
一
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
～

二
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
材
質
は
緑
色
凝
灰
岩
で
あ
る
が
、
や
や
軟
質
で
あ
る
。
ガ
ラ

ス
小
玉
は
直
径
約
〇
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
～
〇
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
約
〇
・
二
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
～
〇
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
材
質
は
高
ア
ル
ミ
ナ
ソ
ー
ダ
石
灰
ガ
ラ
ス
九
三

箇
、
低
ア
ル
ミ
ナ
ソ
ー
ダ
石
灰
ガ
ラ
ス
一
箇
、
カ
リ
ガ
ラ
ス
六
箇
、
不
明
一
箇
が
あ
る
。
色
調
は

高
ア
ル
ミ
ナ
ソ
ー
ダ
石
灰
ガ
ラ
ス
製
が
や
や
ム
ラ
の
あ
る
淡
青
色
を
呈
し
、
低
ア
ル
ミ
ナ
ソ
ー
ダ

石
灰
ガ
ラ
ス
製
も
淡
青
色
を
呈
す
る
が
、
微
細
な
濃
青
色
の
粒
子
が
み
ら
れ
る
。
カ
リ
ガ
ラ
ス
製

も
淡
青
色
で
あ
る
が
、
ア
ル
ミ
ナ
ソ
ー
ダ
石
灰
ガ
ラ
ス
製
に
比
し
て
透
明
度
が
高
い
。

　
鉄
製
品
は
、農
工
具
が
中
心
で
あ
り
大
型
鉄
製
武
器
が
含
ま
れ
て
い
な
い
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

鉄
斧
に
は
西
小
口
出
土
の
鉄
斧
一
と
東
端
出
土
の
鉄
斧
二
が
あ
る
。
鉄
斧
一
は
袋
状
鉄
斧
で
、
全

長
一
〇
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
袋
部
よ
り
や
や
幅
の
広
い
刃
部
を
有
す
る
が
、
肩
部
の

張
り
は
明
瞭
で
は
な
い
。
鉄
斧
二
は
板
状
鉄
斧
で
、
全
長
一
一
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。

刃
部
は
片
刃
で
あ
る
。
ま
た
基
部
に
木
目
が
直
交
す
る
木
質
が
観
察
さ
れ
、
柄
を
装
着
し
た
状
態

で
副
葬
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
鉄
刀
子
は
残
欠
が
三
点
出
土
し
て
い
る
。
二
点
は
西
小
口
で
出
土
し
た
。
鉄
刀
子
一
は
刃
部
先

端
、
鉄
刀
子
二
は
柄
の
破
片
で
、
刃
部
中
央
を
欠
く
同
一
個
体
の
可
能
性
が
あ
る
。
鉄
刀
子
一
は

蒲生野古墳出土品（銅鏡・石釧）

石釧１

石釧２

車輪石系石釧

仿製内行花文鏡
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め
て
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
首
長
墳
の
一
括
出
土
品
で
、
地
域
を
代
表
す
る
首
長
の
権
威
を
示

す
資
料
群
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
出
土
品
の
中
で
も
、車
輪
石
系
石
釧
の
存
在
は
特
筆
に
値
す
る
。

同
種
の
石
釧
は
千
葉
県
七
廻
塚
古
墳
、
同
県
草
刈
三
号
墳
に
事
例
が
あ
る
が
、
近
畿
地
方
中
央
部

に
は
類
例
が
な
い
形
態
の
も
の
で
あ
る
。
非
常
に
丁
寧
に
作
ら
れ
た
一
群
の
石
製
品
で
あ
り
、
関

東
地
方
で
製
作
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
車
輪
石
系
石
釧
は
、
優
品
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
当
時
の
地
域
間
交
流
の
一
端
を
示
す
資
料
で
あ
る
。

　
ま
た
、
下
層
遺
構
で
あ
る
弥
生
方
形
周
溝
墓
出
土
品
は
、
弥
生
時
代
中
期
の
葬
送
を
示
す
一
括

資
料
と
し
て
価
値
を
有
し
、
さ
ら
に
同
時
期
で
は
類
例
の
少
な
い
ガ
ラ
ス
製
品
を
含
む
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
蒲
生
野
古
墳
出
土
品
及
び
下
層
遺
構
出
土
品
は
、
京
都
府
に
お
け
る
古
墳
時

代
及
び
弥
生
時
代
の
文
化
を
示
す
資
料
と
し
て
、
高
い
学
術
的
価
値
を
有
す
る
。

（
古
川
　
匠
）

〈
参
考
文
献
〉

京
丹
波
町
教
育
委
員
会
『
京
丹
波
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
一
集
　
平
成
三
〇
年
　
　
　
　

刃
部
幅
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
布
目
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
布
に
く
る
ま
れ

た
状
態
で
副
葬
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
鉄
刀
子
二
は
柄
の
木
質
が
遺
存
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
刀
装
具
に
装
着
さ
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
中
央
部
か
ら
出
土
し
た
鉄
刀
子
三

は
、
刃
部
先
端
を
欠
損
し
た
状
態
で
あ
る
。
残
存
長
八
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
刃
部
幅
一
・
五
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
木
質
等
の
付
着
は
確
認
で
き
な
い
。

　
鉄
鎌
は
直
刃
鎌
が
一
箇
、
西
小
口
部
分
で
出
土
し
た
。
全
長
一
〇
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
刃

部
幅
約
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
折
り
返
し
部
に
は
直
交
す
る
木
質
が
確
認
さ
れ
、
柄

を
装
着
し
た
状
態
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

　
鉄
鉇
は
、
西
小
口
部
か
ら
残
欠
の
状
態
で
三
点
が
出
土
し
て
い
る
。
鉄
鉇
一
は
刃
部
及
び
柄
部

の
破
片
で
、
残
存
長
七
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
鉄
鉇
二
は
柄
部
の
破
片
で
あ
る
。
鉄
鉇

一
、二
は
同
一
個
体
と
考
え
ら
れ
る
。
柄
な
ど
の
装
具
痕
跡
は
確
認
さ
れ
な
い
。
鉄
鉇
三
は
残
存

長
一
六
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
刃
部
幅
一
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
柄
部
に
有
機
質
の
柄

の
痕
跡
が
付
着
す
る
。

　
用
途
不
明
鉄
製
品
は
残
欠
二
点
が
中
央
部
で
出
土
し
た
。
両
者
と
も
形
状
は
棒
状
で
、
断
面
形

態
は
方
形
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
一
点
は
、
法
量
か
ら
鉄
針
の
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
有
機
質
状

の
物
質
が
付
着
し
て
い
る
。

　
蒲
生
野
古
墳
の
近
隣
は
、
蒲
生
野
古
墳
の
築
造
以
前
の
弥
生
時
代
中
期
に
も
墓
域
と
し
て
利
用

さ
れ
て
お
り
、
方
形
周
溝
墓
一
基
及
び
そ
の
埋
葬
施
設
で
あ
る
木
棺
墓
一
基
、
さ
ら
に
無
区
画
の

木
棺
墓
一
基
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
蒲
生
野
古
墳
埋
葬
施
設
に
隣
接
す
る
た
め
、
蒲
生
野
古
墳
の

下
層
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
。
方
形
周
溝
墓
の
発
掘
調
査
で
は
、
埋
葬
施
設
か
ら
管
玉
九
箇
、
ガ
ラ

ス
玉
一
箇
が
一
括
で
出
土
し
た
。
ま
た
、
周
溝
か
ら
弥
生
土
器
の
広
口
壷
残
欠
二
点
、
水
差
残
欠

一
点
、
甕
残
欠
二
点
が
出
土
し
て
い
る
。

　
上
記
の
う
ち
、
ガ
ラ
ス
玉
の
出
土
が
注
目
さ
れ
る
。
弥
生
時
代
後
期
に
は
京
都
府
北
部
で
ガ
ラ

ス
製
品
の
出
土
数
が
増
加
す
る
が
、
中
期
の
出
土
事
例
と
し
て
は
府
内
初
の
事
例
で
、
近
畿
地
方

全
体
で
も
本
例
を
含
め
て
三
例
に
過
ぎ
な
い
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　
蒲
生
野
古
墳
出
土
品
は
、
こ
れ
ま
で
古
墳
の
調
査
事
例
が
少
な
か
っ
た
丹
波
山
地
に
お
い
て
初

車輪石系石釧

下層遺構出土玉類（左端がガラス玉）
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無
形
民
俗
文
化
財

相さ
が
な
か楽

木も

綿め
ん

　

無
形
民
俗
文
化
財
の
概
要

相
楽
木
綿
は
、
明
治
初
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
相
楽
郡
相
楽
村
（
現
在
の
木
津
川
市
相
楽

地
区
）
を
中
心
に
生
産
さ
れ
て
い
た
絣
文
様
で
木
綿
を
織
る
織
物
の
技
術
で
あ
る
。
日
常
着
と
し

て
南
山
城
地
域
を
中
心
に
、
大
阪
府
、
奈
良
県
、
滋
賀
県
な
ど
に
流
通
し
て
い
た
が
、
第
二
次
大

戦
中
に
糸
な
ど
原
材
料
の
入
手
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
を
境
に
技
術
は
い
っ
た
ん
途
絶
え
た
。
そ

の
後
、
昭
和
六
〇
年
代
に
行
わ
れ
た
衣
生
活
の
調
査
や
平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
府
立
山
城

郷
土
資
料
館
で
行
わ
れ
た
特
別
展
等
を
き
っ
か
け
に
復
元
さ
れ
、
現
在
相
楽
木
綿
の
会
が
伝
承
活

動
を
行
う
な
ど
、
そ
の
手
織
り
木
綿
技
術
を
伝
え
て
い
る
。

相
楽
地
区
は
、
大
和
街
道
と
木
津
川
水
運
の
河
川
港
で
あ
っ
た
木
津
宿
の
西
に
位
置
し
、
南
は

奈
良
山
丘
陵
が
広
が
る
な
ど
奈
良
県
と
県
境
を
接
す
る
。
江
戸
期
は
稲
作
を
中
心
に
畑
作
物
と
し

て
綿
の
栽
培
を
行
っ
て
い
た
が
、
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
刊
行
の
『
京
都
府
相
楽
郡
相
楽
村

是
』
に
よ
る
と
、
明
治
期
に
な
る
と
米
や
麦
の
他
に
茶
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
柿
、
蜜
柑
な
ど
多
様
な

産
品
を
生
産
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
中
で
も
織
物
は
「
農
家
の
副
産
物
中
第
一
位
」
と
記
す

な
ど
、
当
時
の
重
要
な
生
産
品
と
さ
れ
、
そ
の
種
類
は
「
木
綿
縞
」
や
「
絹
綿
交
織
」
と
い
っ
た

名
称
が
確
認
で
き
る
。

相
楽
木
綿
の
由
来
は
、
江
戸
末
期
に
奈
良
晒
を
賃
織
り
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
、
明
治
初
期
に

な
る
と
奈
良
晒
か
ら
白
木
綿
の
製
織
に
変
わ
り
、
数
年
後
に
は
縞
木
綿
を
織
り
始
め
た
と
伝
え
て

い
る
。
奈
良
晒
は
、
高
級
麻
織
物
と
し
て
江
戸
期
か
ら
全
国
に
知
ら
れ
た
奈
良
の
特
産
品
で
、
主

に
武
士
が
着
用
し
た
裃
や
帷
子
に
用
い
ら
れ
た
。
原
料
の
苧
麻
を
細
い
糸
に
し
て
柔
ら
か
く
織
り

上
げ
、
晒
し
作
業
で
純
白
に
仕
上
げ
る
の
を
特
徴
と
し
、
京
都
や
江
戸
な
ど
都
市
部
に
出
荷
し
て

大和機で相楽木綿を織る様子

保
護
団
体
　
相
楽
木
綿
の
会

所
在
地
　
相
楽
郡
精
華
町
精
華
台
六
の
一
（
相
楽
木
綿
伝
承
館
内
）
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い
た
。中
で
も
製
織
は
奈
良
町
の
他
に
周
辺
農
村
で
行
わ
れ
、近
接
す
る
木
津
宿
や
南
山
城
の
村
々

に
お
い
て
も
農
間
稼
ぎ
と
し
て
広
く
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
明
治
期
に
入
る
と
奈
良
晒
の
需

要
が
激
減
す
る
一
方
、
都
市
部
に
お
い
て
庶
民
の
普
段
着
と
し
て
木
綿
の
需
要
が
高
く
な
り
、
相

楽
地
区
で
は
木
綿
の
製
織
へ
舵
を
切
っ
た
。

相
楽
木
綿
の
生
産
は
、モ
メ
ン
ヤ（
木
綿
屋
）と
呼
ば
れ
た
織
元
を
中
心
に
、絣
括
り
、コ
ウ
ヤ（
紺

屋
）、
賃
織
り
の
分
業
体
制
で
行
わ
れ
た
。
モ
メ
ン
ヤ
は
原
料
糸
の
購
入
に
始
ま
り
、
絣
柄
の
決

定
と
絣
括
り
へ
の
指
示
、
コ
ウ
ヤ
で
染
め
上
が
っ
た
糸
の
糊
付
け
、
地
糸
と
絣
糸
を
整
経
し
て
チ

キ
リ
に
巻
く
作
業
な
ど
を
行
い
、
賃
織
り
に
渡
す
ま
で
の
様
々
な
準
備
か
ら
、
織
り
上
が
っ
た
製

品
の
販
売
ま
で
を
行
う
い
わ
ゆ
る
織
元
業
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
絣
括
り
と
コ
ウ
ヤ
は
相
楽
、
賃
織

り
は
相
楽
の
他
、
鹿
背
山
、
吐
師
（
以
上
、
木
津
川
市
）、
山
田
、
狛
田
、
祝
園
（
以
上
、
精
華
町
）、

三
山
木
（
京
田
辺
市
）
の
各
地
区
で
行
わ
れ
て
い
た
。

相
楽
木
綿
の
特
徴
は
、
第
一
に
大
和
機
及
び
そ
の
改
良
機
で
あ
る
チ
ョ
ン
コ
機
を
使
用
し
て
織

る
こ
と
で
独
特
の
柔
ら
か
い
風
合
い
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
多
彩
な
色
糸
を
組
み
合
わ
せ
て
織
り

出
す
絣
柄
に
あ
る
。
大
和
機
と
は
、
奈
良
晒
の
賃
織
り
時
代
か
ら
使
用
し
て
い
た
傾
斜
高
機
で
、

経
糸
の
テ
ン
シ
ョ
ン
が
西
陣
系
高
機
に
比
べ
て
緩
く
遊
び
が
あ
り
、
麻
の
よ
う
な
伸
縮
性
の
少
な

い
繊
維
の
織
物
を
早
く
効
果
的
に
織
る
の
に
適
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
生
産
性
を
高
め
る
た
め
飛

び
杼
の
つ
い
た
チ
ョ
ン
コ
機
と
呼
ば
れ
る
高
機
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
経
糸
の
テ
ン
シ
ョ
ン

は
大
和
機
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、
独
特
の
柔
ら
か
な
風
合
い
を
残
し
た
織
物
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
相
楽
木
綿
は
白
生
地
か
ら
始
ま
り
、
紺
無
地
、
縞
柄
と
時
代
の
需
要
に
合
わ
せ
て
様
々
な

生
地
を
生
産
し
て
い
た
が
、
中
で
も
柄
が
藍
地
で
多
色
の
色
糸
縞
と
絣
を
組
み
合
わ
せ
た
色
糸
縞

絣
木
綿
は
他
地
域
の
絣
木
綿
に
は
な
い
特
徴
で
あ
る
。
緯
縞
に
一
色
か
ら
二
色
、
経
縞
に
二
色
か

ら
五
色
の
色
糸
に
絣
糸
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
多
彩
な
柄
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
、
落
ち
着

い
た
藍
地
を
ベ
ー
ス
に
し
た
上
品
さ
と
華
や
か
さ
を
兼
ね
備
え
た
織
物
と
な
っ
て
い
る
。

京
都
府
の
統
計
資
料
に
よ
る
と
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
平
均
五
千
反
ほ
ど
生
産
し

て
い
た
が
、
満
州
事
変
が
起
こ
っ
た
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
以
降
は
平
均
二
千
反
弱
の
生
産
高

で
推
移
し
た
。
そ
の
後
、
戦
争
の
機
運
が
高
ま
る
中
、
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
以
降
の
統
計

が
な
く
生
産
量
の
推
移
は
確
認
で
き
な
い
が
、
戦
時
下
に
お
い
て
統
制
経
済
や
配
給
制
に
よ
り
原

料
と
な
る
糸
の
仕
入
れ
が
困
難
と
な
り
、
生
産
は
衰
退
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
モ
メ
ン
ヤ

の
中
に
は
戦
後
直
後
も
手
元
に
あ
っ
た
糸
で
生
産
、販
売
を
行
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
い
う
が
、

長
く
は
続
か
ず
、
次
第
に
忘
れ
さ
ら
れ
て
い
っ
た
。

相
楽
木
綿
が
再
び
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
六
二
年
か
ら
三
ヵ
年
か
け
て
行
わ
れ

た
京
都
府
立
大
学
の
衣
生
活
調
査
で
あ
っ
た
。
調
査
成
果
が
報
告
書
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
収
集
家
が
相
楽
地
区
で
収
集
し
た
生
地
を
保
存
と
普
及
を
目
的
に
府
立
山
城
郷
土
資
料

館
へ
寄
贈
、
そ
の
後
そ
れ
ら
の
資
料
を
含
め
た
展
覧
会
が
同
館
で
企
画
さ
れ
、
平
成
一
六
年
に
特

別
展
『
相
楽
木
綿
―
南
山
城
の
木
綿
と
綿
作
―
』
を
開
催
し
た
。
同
展
に
お
い
て
大
和
機
の
仕
組

み
を
紹
介
す
る
展
示
を
縁
に
、
終
了
後
技
術
の
復
元
を
目
指
し
て
翌
年
相
楽
木
綿
の
会
を
立
ち
上

げ
、
同
館
を
拠
点
に
活
動
を
開
始
し
た
。

相
楽
木
綿
の
会
は
、
経
験
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
重
ね
る
一
方
、
染
織
文
化
の
専
門
家
と

と
も
に
原
資
料
の
調
査
及
び
生
地
の
復
元
作
業
を
行
い
な
が
ら
、
技
術
の
復
元
を
行
っ
た
。
そ
の

成
果
は
地
元
の
市
民
文
化
祭
な
ど
で
展
示
等
を
行
う
な
ど
広
く
公
開
し
て
い
る
。
平
成
二
二
年

（
二
〇
一
〇
）
か
ら
現
在
の
け
い
は
ん
な
記
念
公
園
内
に
開
館
し
た
相
楽
木
綿
伝
承
館
に
移
り
、

一
般
の
来
場
者
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
伝
承
者
の
育
成
に
力
を
注
い
で

い
る
。
伝
承
者
養
成
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
相
楽
木
綿
機
織
り
教
室
は
、
現
在
初
級
・
中

級
・
上
級
・
専
科
・
研
究
科
の
五
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
製
織
技
術
の
向
上
に
つ
な
が
る
仕
組
み
と

な
っ
て
お
り
、
研
究
科
を
卒
業
し
た
受
講
生
の
中
か
ら
会
員
と
な
る
方
が
出
る
な
ど
、
徐
々
に
成

果
を
挙
げ
て
い
る
。

相
楽
木
綿
は
、
江
戸
末
期
頃
か
ら
始
ま
っ
た
奈
良
晒
の
製
織
技
術
に
由
来
し
、
明
治
初
期
以
降

相
楽
地
区
を
中
心
に
色
糸
と
絣
糸
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
絣
木
綿
の
生
産
技
術

で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
テ
ン
シ
ョ
ン
の
緩
い
大
和
機
や
改
良
機
で
あ
る
チ
ョ
ン
コ
機
で
製
織
す

る
こ
と
で
柔
ら
か
な
風
合
い
で
あ
っ
た
こ
と
、
藍
地
に
多
彩
な
色
糸
と
絣
糸
が
作
り
出
す
華
や
か

な
文
様
で
あ
っ
た
こ
と
で
、
戦
中
に
い
っ
た
ん
途
絶
え
た
。
昭
和
六
〇
年
代
以
降
の
調
査
を
き
っ

か
け
に
、
相
楽
木
綿
の
会
が
設
立
さ
れ
、
技
術
の
復
元
と
伝
承
者
の
養
成
に
力
を
注
ぐ
中
、
着
実
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に
次
の
世
代
へ
と
継
承
す
る
べ
く
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
南
山
城
地
域
の
生
活
文
化
を
伝
え
る
貴

重
な
民
俗
技
術
で
あ
る
。

（
向
田
　
明
弘
）

〈
参
考
文
献
〉

奧
村
萬
亀
子
　『
京
に
「
服
飾
」
を
読
む
』
染
織
と
生
活
社
　
平
成
一
〇
年

京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館
　『
相
楽
木
綿
―
南
山
城
の
木
綿
と
綿
作
―
』
特
別
展
図
録
　
平
成

一
六
年

横
出
洋
二 

・ 

福
岡
佐
江
子
　「「
相
楽
木
綿
」事
始
め
―
京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館『
相
楽
木
綿
』

展
の
機
織
り
の
取
り
組
み
―
」
日
本
織
物
文
化
研
究
会
会
誌
「
は
た
」　
平
成
一
七
年

横
出
洋
二
　「
相
楽
木
綿
と
奈
良
晒
―
相
楽
郡
に
お
け
る
織
物
産
業
の
歴
史
的
背
景
―
」『
京
都
民

俗
』
二
三
号
　
平
成
一
八
年

横
出
洋
二
　「
京
都
府
織
物
産
業
に
お
け
る
相
楽
木
綿
」『
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
論
集
』
五
集
　
平

成
一
八
年

福
岡
佐
江
子
　「「
相
楽
木
綿
」
復
元
の
取
り
組
み
」
日
本
織
物
文
化
研
究
会
会
誌
「
は
た
」　
平

成
三
〇
年

相
楽
木
綿
伝
承
館
　『
相
楽
木
綿
伝
承
館
一
〇
周
年
記
念
誌
』
令
和
元
年

史
跡

峯み
ね

山や
ま

藩は
ん

主し
ゅ

京き
ょ
う

極ご
く

家け

墓ぼ

所し
ょ

京
丹
後
市
峰
山
町
字
吉
原
六
九
番
の
一
部

個
人
・
常
立
寺

説
　
　
明

　
峯
山
藩
は
、
関
ヶ
原
の
合
戦
後
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
に
丹
後
国
に
入
封
し
た
京
極
高
知

が
没
し
た
後
、
同
一
国
一
二
万
三
千
二
百
石
が
、
次
男
（
宮
津
藩
約
七
万
八
千
二
百
石
）、
三
男

（
田
辺
藩
約
三
万
五
千
石
）、
養
子
（
峯
山
藩
約
一
万
石
）
の
三
兄
弟
に
分
領
さ
れ
て
元
和
八
年

（
一
六
二
二
）
に
成
立
し
た
。
現
在
の
京
丹
後
市
峰
山
町
吉
原
の
権
現
山
麓
に
所
在
し
た
峯
山
陣

屋
を
政
庁
と
し
て
、
旧
丹
後
国
の
う
ち
中
郡
一
九
箇
村
ほ
か
約
一
万
三
千
石
を
領
し
た
。

　
峯
山
藩
初
代
藩
主
を
務
め
た
京
極
高
通
は
、
旗
本
で
あ
り
な
が
ら
参
勤
交
代
を
行
う
朽
木
家
の

出
身
で
、
父
朽
木
信
綱
、
母
京
極
高
知
妹
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
徳
川
秀
忠
に
小
姓
と
し
て

仕
え
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
に
三
千
石
を
支
給
さ
れ
た
後
、
高
知
の
遺
領
を
継
い
で
大
名
と

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
血
縁
関
係
も
あ
っ
て
、
惣
領
家
の
宮
津
藩
が
改
易
に
な
り
、
同
じ
支
藩
で

あ
る
田
辺
藩
京
極
家
が
但
馬
豊
岡
へ
と
転
封
に
な
る
中
、
峯
山
藩
は
立
藩
以
来
、
幕
末
の
廃
藩
ま

で
高
通
の
嫡
流
が
同
藩
を
領
し
た
。

　
京
極
家
の
墓
所
は
、
陣
屋
の
南
に
位
置
す
る
常
立
寺
（
浄
土
宗
）
境
内
に
立
地
す
る
。
同
寺
は

同
家
代
々
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
寺
院
で
、
墓
所
は
、
境
内
の
背
後
に
あ
た
る
丘
陵
斜
面
の
谷
状
地

形
の
一
部
を
削
っ
て
平
坦
面
を
造
成
し
て
墓
域
と
し
て
い
る
。

　
同
地
に
は
峯
山
藩
主
初
代
の
高
通
か
ら
、
先
代
当
主
で
あ
る
第
一
四
代
の
高
鋭
（
昭
和
五
一
年

没
）
お
よ
び
妻
典
子
（
平
成
三
〇
年
没
）
に
至
る
ま
で
の
墓
石
が
造
立
さ
れ
て
い
る
。
墓
所
入
口

は
、
京
極
家
紋
章
入
り
の
薬
医
門
並
び
に
築
地
塀
で
寺
の
境
内
か
ら
区
画
さ
れ
て
お
り
、
大
名
家
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墓
所
と
し
て
独
立
し
た
墓
域
を
形
成
し
て
い
る
。

　
門
か
ら
歴
代
藩
主
墓
所
の
奥
に
至
る
ま
で
の
間
は
、
約
一
五
メ
ー
ト
ル
の
石
畳
と
約
二
五
メ
ー

ト
ル
の
石
段
で
結
ば
れ
て
お
り
、
墓
所
は
大
き
く
上
段
、
中
段
、
下
段
の
平
坦
面
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
上
段
は
初
代
か
ら
一
一
代
及
び
一
一
代
妻
の
墓
所
、
中
段
は
七
代
息
、
一
〇
代
妻
、
一
一

代
生
母
と
一
二
代
か
ら
一
四
代
及
び
一
四
代
妻
の
墓
所
、
下
段
は
藩
主
及
び
妻
を
除
く
縁
者
ほ
か

の
墓
所
で
あ
る
。

　
上
段
は
本
墓
所
の
中
核
を
な
す
部
分
で
、
各
代
の
墓
石
等
が
完
存
し
て
い
る
。
上
段
の
墓
石
は

凝
灰
岩
を
主
体
と
す
る
延
石
に
よ
り
画
さ
れ
た
四
つ
の
区
画
に
分
か
れ
て
お
り
、
延
石
上
に
は
後

世
に
補
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
玉
垣
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
延
石
に
は
ほ
ぞ
穴
が
穿
た

れ
て
い
て
、
ご
く
一
部
に
は
延
石
と
同
質
の
凝
灰
岩
の
玉
垣
も
残
さ
れ
て
お
り
、
以
前
か
ら
玉
垣

が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

　
主
要
区
画
で
あ
る
西
側
の
区
画
に
は
、
初
代
高
通
、
二
代
、
三
代
、
六
代
、
七
代
、
一
〇
代
の

墓
石
が
立
ち
、
北
側
の
区
画
に
は
四
代
・
五
代
、
東
側
の
区
画
に
は
八
代
、
九
代
、
南
側
の
区
画

に
は
一
一
代
夫
妻
の
墓
石
が
立
つ
。
ま
た
各
区
画
の
前
方
に
は
一
定
墓
石
と
対
応
す
る
計
一
〇
基

の
石
燈
籠
が
立
っ
て
い
る
。
ま
た
西
・
北
側
区
画
の
斜
面
裾
に
は
雨
落
溝
が
廻
っ
て
い
る
ほ
か
、

石
段
最
上
端
か
ら
各
区
画
に
至
る
平
坦
面
に
は
石
畳
が
敷
か
れ
て
い
る
。
雨
落
溝
と
石
畳
は
、
垣

下
部
の
基
礎
と
と
も
に
そ
の
一
部
が
現
在
は
土
砂
に
埋
没
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
初
代
か
ら
一
〇
代
ま
で
の
墓
石
の
形
状
は
、四
代
の
も
の
が
燈
籠
形
で
あ
る
こ
と
を
除
い
て
は
、

方
柱
の
墓
標
の
上
部
に
笠
石
を
乗
せ
、
基
部
に
二
段
の
方
形
基
壇
を
備
え
る
こ
と
が
共
通
し
て
い

る
。
ま
た
高
さ
も
約
二
メ
ー
ト
ル
と
概
ね
規
格
を
合
わ
せ
て
お
り
、
材
質
は
四
代
の
石
板
を
除
い

て
全
て
花
崗
岩
で
あ
る
こ
と
も
共
通
す
る
。
た
だ
し
細
部
を
見
れ
ば
、
初
代
の
笠
石
の
み
は
妻
側

に
あ
た
る
正
面
に
家
紋
を
陽
刻
し
て
い
る
が
、
他
は
宝
形
造
屋
根
を
模
し
た
形
状
で
家
紋
を
施
さ

な
い
こ
と
の
ほ
か
、
二
～
六
代
の
笠
は
起
り
七
～
一
〇
代
は
反
っ
て
い
る
こ
と
、
笠
石
頂
部
の
宝

珠
の
形
状
が
各
々
で
異
な
る
こ
と
、
基
壇
は
、
初
代
の
み
家
紋
が
陽
刻
さ
れ
上
段
石
を
三
段
と
し

て
い
る
こ
と
な
ど
の
点
で
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
一
一
代
高
富
夫
妻
の
墓
石
は
、
頂
部
が
尖
る
方

柱
形
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
相
違
点
か
ら
は
、
各
代
に
お
け
る
造
立
時
毎
に
、
墓
石
が
製
作
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
四
代
の
燈
籠
竿
に
は
め
込
ま
れ
て
い
る
石
板
は
、
現
在
位
牌
形
の
砂

岩
製
石
板
で
あ
る
が
従
前
は
銅
板
で
あ
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
銅
板
は
現
在
常
立
寺
に
保
管
さ

れ
て
お
り
、
竿
部
に
は
め
込
む
細
工
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
中
段
に
は
、
七
代
息
、
一
〇
代
妻
、
一
一
代
生
母
と
一
二
代
高
致
、
一
三
代
、
一
四
代
夫
妻
の

墓
石
七
基
と
石
燈
籠
一
基
が
立
つ
。
中
段
は
七
代
息
の
墓
石
か
ら
造
成
が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
一
二
代
の
墓
石
を
立
て
る
際
に
上
段
が
拡
張
で
き
な
い
た
め
、
中
段
が
拡
張
さ
れ
た
と
み

ら
れ
る
。
最
も
新
し
い
一
四
代
の
妻
で
あ
っ
た
典
子
氏
の
墓
石
は
平
成
三
〇
年
三
月
に
造
立
さ
れ

て
い
る
。

指定範囲図
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墓所中段

　
ま
た
下
段
に
は
、
五
代
高
長
息
女
の
墓
石
の
ほ
か
、
大
正
年
間
の
京
極
姓
を
持
つ
男
女
の
墓
石
、

石
仏
な
ど
八
基
が
立
っ
て
お
り
、
当
主
と
妻
を
除
く
近
縁
者
な
ど
の
墓
域
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

こ
の
下
段
に
は
、
歴
代
の
位
牌
を
納
め
た
位
牌
堂
が
あ
っ
た
が
、
近
年
の
台
風
で
倒
壊
し
た
と
伝

わ
っ
て
い
る
。

　『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
初
代
高
通
は
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
に
近
江
国
水
口
城

に
お
い
て
没
し
、
峯
山
光
明
寺
（
後
に
寺
号
を
常
立
寺
と
改
め
る
）
に
葬
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後

も
二
代
高
供
、
四
代
高
之
は
常
立
寺
に
、
三
代
高
明
、
五
代
高
長
は
江
戸
深
川
の
霊
厳
寺
に
葬
ら

れ
た
と
す
る
。
こ
れ
を
み
れ
ば
江
戸
の
埋
葬
地
と
は
別
に
、
国
元
に
お
い
て
も
墓
所
が
営
ま
れ
た

こ
と
が
判
る
が
、
国
元
で
没
し
た
藩
主
に
お
い
て
も
、
現
在
の
墓
石
の
下
に
亡
骸
が
埋
葬
さ
れ
た

か
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
ま
た
一
一
代
の
藩
主
高
富
（
明
治
二
二
年
没
）
の
代
か
ら
、
そ
の

妻
正
子
（
明
治
一
七
年
没
）
が
同
一
区
画
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
点
は
、
近
代
以
降
に
京
極
家
に
お

け
る
墓
制
が
変
化
し
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
な
お
平
成
二
七
年
に
上
段
の
大
木
が
三
本
倒
れ
、
巻
き
込
ま
れ
る
形
で
墓
石
等
の
多
く
が
倒
壊

し
た
。
そ
の
際
初
代
、
三
代
、
四
代
、
五
代
、
八
代
の
墓
石
は
倒
壊
、
九
代
は
墓
石
が
移
動
、
燈

籠
は
一
基
を
残
し
全
て
倒
壊
し
玉
垣
も
大
半
が
倒
壊
し
た
が
、
墓
石
と
石
材
の
対
応
関
係
を
把
握

し
た
上
で
の
修
復
が
可
能
な
状
況
に
あ
っ
た
た
め
、
玉
垣
を
除
く
墓
石
・
燈
籠
は
旧
状
に
復
旧
さ

れ
た
。
ま
た
墓
域
の
清
掃
な
ど
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
旧
峯
山
藩
士
の
子
孫
が
中
心
と
な
っ

た
地
元
組
織
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
現
状
に
あ
る
。

　
以
上
に
み
る
よ
う
に
峯
山
藩
主
京
極
家
墓
所
は
、
峯
山
藩
主
京
極
家
初
代
か
ら
第
一
四
代
に
至

る
京
極
家
歴
代
当
主
の
墓
所
で
あ
る
。
京
極
家
は
初
代
か
ら
廃
藩
置
県
ま
で
一
二
代
の
同
家
当
主

が
藩
主
を
務
め
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
歴
代
藩
主
の
墓
石
が
一
同
に
揃
っ
て
い
る
こ
と
、
位
牌
型

の
墓
石
を
用
い
て
整
然
と
立
ち
並
ん
で
お
り
、
保
存
状
態
も
良
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
府
内
を
代
表

す
る
近
世
大
名
家
墓
所
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
現
在
も
京
極
家
と
旧
峯
山
藩
士
に
よ
る
組
織
に

よ
っ
て
護
ら
れ
て
い
る
経
過
を
鑑
み
た
時
、
近
世
峯
山
藩
時
代
の
記
憶
を
現
代
に
継
承
す
る
地
域

の
拠
点
と
し
て
も
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
、
史
跡
と
し
て
の
価
値
は
高
く
、
指
定
に
よ
り
長
く
保

護
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

（
吹
田
　
直
子
）

［
参
考
文
献
］

京
丹
後
市
編
　『
峯
山
藩
関
係
史
料
集
』
京
丹
後
市
史
資
料
編
　
平
成
二
二
年

京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
秋
季
特
別
展
『
丹
後
京
極
氏
と
肖
像
画
の
世
界
』
図
録
　
平
成
一
三

年
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新
殿
神
社
　
　
二
棟

　  

本
殿
　

　  

末
社
八
王
子
社

名
称
及
び
員
数

一
間
社
流
造
、
銅
板
葺

　 

附
　
棟
札
（
一
枚
）　

　
　
　
天
文
拾
六
年
丁
未
十
一
月
十
三
日
年
預
衆
の
記
が
あ
る

一
間
社
春
日
見
世
棚
造
、
銅
板
葺

構
造
及
び
形
式

天
文
一
六
年（
一
五
四
七
）

[

棟
札]

一
六
世
紀
中
期

建
立
年
代

新
殿
神
社
（
相
楽
郡

精
華
町
大
字
山
田
小

字
医
王
寺
）

所
有
者

相
楽
郡
精
華
町

大
字
山
田
小
字

医
王
寺

所
在
の
場
所

府
指
建

第
百
三
十
九
号

指
定
書
番
号

令
和
元
年
度
指
定
文
化
財
一
覧

（
一
）
建
造
物

（
二
）
美
術
工
芸
品

考
古
資
料

彫
刻

絵
画

種
別

蒲
生
野
古
墳
出
土
品

　
一
、
銅
鏡

　
　
　
仿
製
鏡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
面

　
　
　
仿
製
内
行
花
文
鏡
　
　
　
　
　
　
一
面

　
一
、
石
釧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
箇

　
一
、
車
輪
石
系
石
釧
　
　
　
　
　
　
　
一
箇

　
一
、
玉
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
管
玉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
箇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
造
薬
師
如
来
坐
像
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
軀

絹
本
著
色
仏
涅
槃
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
幅

名
称
及
び
員
数

古
墳
時
代

平
安
時
代

南
北
朝
時
代

製
作
年
代

京
丹
波
町

願
成
寺

極
樂
寺
所
有
者

船
井
郡
京
丹
波
町
蒲
生

八
ツ
谷
六
二
の
六
（
公

益
財
団
法
人
京
都
府
埋

蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ

ン
タ
ー
保
管
）

亀
岡
市
大
井
町
並
河
一

丁
目
三
五
の
一
四

亀
岡
市
河
原
林
町
勝
林

島
稲
荷
五
一

所
有
者
の
住
所

府
指
考

第
三
十
八
号

府
指
彫

第
五
十
九
号

府
指
絵

第
七
十
三
号

指
定
書
番
号
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（
三
）
無
形
民
俗
文
化
財
（
民
俗
技
術
）

史
跡

種
別

峯
山
藩
主
京
極
家
墓
所

名
称

京
丹
後
市
峰
山
町
字
吉
原

所
在
地

六
九
番
の
う
ち
実
測
三
、一
三
〇
・
四
四
平
方
メ
ー
ト
ル

地
域

（
四
）
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物

　
　
　
ガ
ラ
ス
小
玉
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
箇

　
一
、
鉄
製
品

　
　
　
鉄
斧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
箇

　
　
　
鉄
刀
子
残
欠
　
　
　
　
　
　
　
　
三
点

　
　
　
鉄
鎌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
箇

　
　
　
鉄
鉇
残
欠
共
　
　
　
　
　
　
　
　
三
箇

　
　
　
用
途
不
明
鉄
製
品
残
欠
　
　
　
　
二
点

　
一
、
木
棺

　
　
　
木
棺
残
欠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
点

　
附 

　
下
層
遺
構
出
土
品

　
　
一
、
玉
類

　
　
　
　
管
玉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
箇

　
　
　
　
ガ
ラ
ス
玉
　
　
　
　
　
　
　
　
一
箇

　
　
一
、
弥
生
土
器

　
　
　
　
広
口
壷
残
欠
　
　
　
　
　
　
　
二
点

　
　
　
　
水
差
残
欠
　
　
　
　
　
　
　
　
一
点

　
　
　
　
甕
残
欠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
点

弥
生
時
代

　
相
楽
木
綿

名
称

　
相
楽
郡
精
華
町
精
華
台
六
の
一
（
相
楽
木
綿
伝
承
館
内
）

所
在
地

  

相
楽
木
綿
の
会

保
護
団
体

府
指
民
二
十
八
号

府
指
定
書
番
号
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31



32

※
文
化
財
の
名
称
に
は
一
部
略
称
を
使
用
し
た
。

令
和
元
年
度
京
都
府
暫
定
登
録
文
化
財
一
覧

〈
建
造
物
〉

【
京  

都  

市
】　

▽
金
台
寺
本
堂　

▽
金
台
寺
表
門　

【
宇
治
田
原
町
】　

▽
巖
松
院
本
堂　

▽
巖
松
院
書
院
及
び
庫
裏　

▽
巖
松
院
中
門　

▽
三

宮
神
社
本
殿　

▽
神
明
神
社
本
殿　

▽
御
栗
栖
神
社
本
殿　

▽
御
栗
栖
神
社
透
塀
門

【
京
丹
波
町
】　

▽
阿
上
三
所
神
社
本
殿
（
下
粟
野
）　

▽
阿
上
三
所
神
社
本
殿
（
本
庄
）　

▽
阿
上
三
所
神
社
拝
殿
（
本
庄
）　

▽
大
山
咋
神
社
本
殿　

▽
葛
城
神
社
本
殿　

▽
葛
城

神
社
拝
殿　

▽
唐
鞍
神
社
本
殿　

▽
唐
鞍
神
社
境
内
社
八
幡
宮
本
殿　

▽
唐
鞍
神
社
境
内

社
稲
荷
社
本
殿　

▽
子
守
神
社
本
殿　

▽
酒
治
志
神
社
本
殿　

▽
酒
治
志
神
社
向
拝　

▽

酒
治
志
神
社
末
社
蛭
子
社
本
殿　

▽
酒
治
志
神
社
神
饌
所　

▽
長
楽
寺
薬
師
堂
厨
子　

▽

日
吉
神
社
本
殿　

【
福
知
山
市
】　

▽
観
音
寺
本
堂　

▽
観
音
寺
仁
王
門　

▽
佐
須
賀
神
社
本
殿　

▽
佐
須
賀

神
社
拝
所　

▽
佐
須
賀
神
社
摂
社
愛
宕
神
社
本
殿　

▽
佐
須
賀
神
社
摂
社
新
宮
神
社
本
殿　

▽
佐
須
賀
神
社
摂
社
清
所
神
社
本
殿　

▽
浄
仙
寺
本
堂　

▽
浄
仙
寺
観
音
堂　

▽
浄
仙
寺

山
門　

▽
專
福
寺
本
堂　

▽
專
福
寺
楼
門　

▽
東
光
寺
本
堂　

▽
東
光
寺
楼
門　

▽
東
光

寺
鐘
楼　

▽
兵
庫
神
社
本
殿　

▽
本
光
寺
本
堂　

▽
本
光
寺
楼
門

〈
美
術
工
芸
品
〉　

【
京  

都  

市
】　

▽
円
筒
埴
輪
棺　

金
比
羅
山
古
墳
出
土
（
京
都
府
）　

▽
寺
町
旧
域　

墓

ST191

出
土
品
（
京
都
府
）　

▽
寺
町
旧
域　

墓ST215

出
土
品
（
京
都
府
）

【
向  

日  

市
】　

▽
社
額
「
正
一
位
向
日
大
明
神
」（
向
日
神
社
）

【
長
岡
京
市
】　

▽
木
造
十
一
面
観
音
立
像
（
勝
龍
寺
）　

▽
木
造
菩
薩
立
像
（
勝
龍
寺
）

【
城  

陽  

市
】　

▽
木
造
天
部
形
立
像
（
長
光
寺
）

【
久
御
山
町
】　

▽
木
造
菩
薩
坐
像
（
迎
接
寺
）

【
木
津
川
市
】　

▽
紙
本
金
地
著
色
西
王
母
献
桃
・
明
皇
楊
貴
妃
並
笛
図
屏
風
（
海
住
山
寺
）　

▽
紙
本
金
地
著
色
明
皇
撃
梧
桐
図
襖（
海
住
山
寺
）▽
紙
本
墨
画
淡
彩
西
湖
図（
海
住
山
寺
）

【
笠  

置  

町
】　

▽
紙
本
著
色
十
巻
抄
諸
天
上
（
笠
置
寺
）　

【
亀  

岡  

市
】　

▽
緑
釉
陶
器　

黒
岩
１
号
窯
跡
出
土
（
亀
岡
市
）

【
京
丹
波
町
】　

▽
木
造
阿
弥
陀
如
来
及
び
両
脇
侍
坐
像
（
細
谷
区
）　

▽
木
造
千
手
観
音

立
像
（
千
手
寺
）

【
綾  

部  

市
】　

▽
木
造
大
日
如
来
坐
像
（
岩
王
寺
）　

▽
木
造
金
剛
力
士
立
像
（
施
福
寺
）

【
福
知
山
市
】　

▽
絹
本
著
色
五
大
明
王
像
（
観
音
寺
［
字
観
音
寺
］）　

▽
絹
本
著
色
孔
雀

明
王
像
（
觀
音
寺
［
大
江
町
］）　

▽
絹
本
著
色
弘
法
大
師
像
（
觀
音
寺
［
大
江
町
］）　

▽

絹
本
著
色
不
動
明
王
二
童
子
像
（
觀
音
寺
［
大
江
町
］）　

▽
絹
本
著
色
愛
染
明
王
像
（
金

光
寺
）　

▽
田
邉
家
文
書
（
個
人
）

【
宮  

津  

市
】　

▽
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
（
佛
性
寺
）　

▽
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
（
長

徳
寺
）　

▽
加
藤
家
文
書
（
個
人
）　

▽
百
鳥
講
文
書
（
百
鳥
講
）　

▽
銅
銭　

安
国
寺
遺

跡
出
土
（
宮
津
市
）　

【
京
丹
後
市
】    

▽
縁
城
寺
縁
起
（
縁
城
寺
）

【
伊  

根  

町
】   

▽
平
田
区
有
文
書
（
平
田
区
）

〈
史
跡
・
名
勝
〉

【
舞  

鶴  

市
】　

▽
田
辺
藩
主
牧
野
英
成
墓
所　

▽
東
山
寺
庭
園
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発
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発
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京
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導
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